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T蝕eCo磁paete　Biogra油ica1　Sketc薮of　218　members　of
　　　the　GGver薮me薮t　i薮Vietnam　194519－200218
GOTO　Fumio
ベトナムにおける歴代の政府構成メンバー全218名の概要（アルファベット順）
本稿は、1945年9月2Hから2002年8月までにベトナムで政府購成メンバーとなった全
218名の概要をまとめたものである。
以下の記述は、概ね次の順番でまとめられている。
　氏名　生年一没年　出生地（分かる場合は省・都市1禦・市）
共産党入党日（分かる者のみ）　職歴　学歴
　なお、出生地については、現在の地名が行政単位の分割などにより資料公表時点と異なる
場合がある。
　本稿では原劉として現在の地名を記したが、特定できない場合には資料公開博点の地名
を記した。
　また、職歴の欄で、［9会代表（国7：87）とあるのは、1987年の第7期国会で当選したこと
を意味する。党中央正式委員（党3：60）とあるのは、1960年第3圃党大会で党中央正式委員
に選出されたことを意昧している。その他、在任期間が明確でない職歴、学位取得年が明確
でない学歴などについては、すべて筏任あるいは学位取得が確認できた年を括弧の中に記
している。このような場合、その多くが党大会後に公表された党中央委員名簿、あるいは国
会代表選挙の際に公表された立候補者名簿、国会代表を紹介するベトナム公刊の単行本に
よっている。党大会は過去9圓開催されている（1935年、1951年、1960年、1976年、1982年、
1986年、1991年、1996年、2001年）。また、国会代表選挙は過去11國実施されている（1946年、
1960年、1964年、1971年、1975年、1976年、1981年、1987年、1992年、1997年、2002年）。した
がって、職業、学位・学歴のあとにある括弧内の年を見れば、それが、党大会時点の名簿によ
るものか、国会代表選挙時点の名簿によるものかが容易に想像がつくであろう。
　本稿執筆にあたり、使贋した資料は以下の通りである。
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著書
①Thong　Tan　Xa　Viet　Nam＆Van　Phong　Chinh　Phu，　C12inh　Phu　Yiet八lam　f945一ヱ998，　Nha　Xua£
Ban　Chinh　Tri　Quoc　Gia，　Ha　Noi，1999．
②Thong　Tan　Xa　Viet　Nam＆Van　Phong　Chinh　Phu，　Chazh　Pl2u　Viet　Nam　1945－2000，　Rha　Xuat
Ban　Chinh　Tri　Quoc　Gia，｝｛a　Noi，2000．
③Quoc　Hoi　Nuoc　Ceng　Hoa　Xa　E［oi　Chu　Nghia　Viet－Nam，　Dai・Bieu　Quoc　Hoi・K；toa　ew，Van　Pho難9
Quoc　Hoi　Va　Hoi　Dong　Nha　Nuoc，1983．
④Quoc薮oi漁oc　Cong　Hoa　Xa　Koi　Chu　Nghia　Viet－Nam，　Oo沼蜘Qε406砺∫1（1！oα卿ヱ98刃992，
Van　Phong　Quoc　Hoi　Va　Hoi　Dong　Nha　Nuoc，1989．
⑤Quoc　Hoi　Nuoc　Cong　Hoa　Xa　Hoi　Chu　Nghia　Viet　Nam，　Dai　Bieu　Qttoc　Hoi　Kl　ooa　rV（1992－
1997），Van　Phong　Quoc　Hoi，1992．
⑥Quoc　｝ilei　Nuoc　Cong　Hoa　Xa　Noi　Chu　Nghia　Viet　Nam，　Dai　Bieu　Quoc　Hoi　Kl20a－（ヱ997
2002），Nha　Xuat　Ban　Ch呈nh　Tri　Quoc　Gia　1998、
⑦ファム・カク・ホエ（白石昌也・訳）『ベトナムのラストエンペラー坪凡社、1995年。
薪聞
　Nh蹴Dan（主に、党大会および国会代表選挙関連記事、計報を利用議卜報掲載Hは各人物
紹介文の文末を参照）
　なお、作成したリストでは、紙幅の都合もあり、職歴については政府構成メンバーになる
までの人物情報を中心にまとめている。いわゆる「要人録」の作成は今後の課題である（ベト
ナムが統一された1976年以降に公刊された「ベトナム要人録」としては、筆者の知る限り、
3±団法人ベトナム協会が1982年8月から1990年9月までに作成したものがあるだけであ
る。この「ベトナム要人録」は、1982年8月、1984年7月、1985年6月、1986年11月、1989年9
月、199◎年9月に発行されているが、基本的にその時々の要入を紹介することを1謎的とし
ていたためにすでに死亡・退職した者は要入リストからはずされている。筆者は1984年7
月版については未見であるが、1986年版までは要人の経歴を記したものであり、89年版、90
年版は機関別・役職別要入リストといった体裁のものである。このことからも本稿の意義は
理解できよう）。
　本稿は、もともと別稿「ベトナムの申央行政機関の変遷」（石田暁恵編　馳域経済統合と
ベトナム　ー発展の現段階一避、H本貿易振興会アジア経済研究所、2003年3月、3頁一75
頁）の添付資牌として作成を意図したものである。本稿と共に上記の別稿も合わせて一読い
ただければ幸いである。
　最後に、本稿が大阪外国語大学特定運営経費B（計報による人物情報の整理に対する補
助）による研究成果の一部でもあることを記しておきたい。
Bo　Xuan　Luat　1907擁994／714ハイフン／フーティエン
国会代表（国L4：46－71）、第3期ベトナム祖擁戦線中央委員会委員、ベトナム祖匡i戦線中
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央委員会主席団委員、農業耕作省大臣（19461312－194614）、無任所大臣（1946111！3　－55年
初頭）。（ND．1994．7．8）
Bui◎anh　Luu　　l935
交通・運輸省大臣（198616－199013）、国会代表（国8：87）、党中央正式委員（党6：86）、交通・
運輸・郵政省大臣（199013　－1992）、党中央委員（党7：91）、国会代表（国9：92）、交通・運輸省
大臣（1992－1996111）、党中央委員（党8：96）
Bui　Quang　Ta◎　（Bui　Nhat＞1913－1995！12128　タイピン／ティエンハイ
1940年9月入党。1937年から革命に参加。40年、フランス当局に逮捕・投獄される。44年脱獄
し、ハドン省で革命活動を行う。45年8月の総蜂起の際にはハドン省ミードゥック県で革
命を指揮し、ミードゥック県とタインオアイ県で革命政権を樹立。総蜂起の後、ハドン省党
書記、ソンタイ省党書記、ブート省、イエンバイ省、ラオカイ省の3省を握当する北堺党委員
会委員となる。46年から48年には第10区党書記兼同区抗戦・行政委員会委員長、第10連区
党副書記兼問連区抗戦・行政委員会委員長を歴任、50年一52年には第10区と第1区を合わせ
た18省からなるベトバック連区党副書記兼同連区抗戦・行政委員会副院長、52年半ばには
タイバック区党書記兼岡区抗戦・行政委員会委員長・軍罰令部政治委員、党申央候補委員（党
2：55初頭）、党中央正式委員（党2：5816）、国会代表（国1：58）、水利・建築省次官（閣僚）兼
同省党団書記、建築省大臣（195814497316）、党中央候補委員（党3：60）、国会代表（国3－
6、64－82）、党中央組織委員会常設委員会翻委員長（73）、ハイフォン市党書記（79－82）、党中
央正式委員（党4、5：76、82）、政府監査委員会委員長（1982！4498415）、国家監査委員会委
員長（1984！5－198712）。1988年引退。（ND．1995．12．31）
Bui　Thien　Ngo　1929　ホーチミン
党中央正式委員（党6：86）、党政治局員（党7：91）、内務省常務次富（91）、内務省大距（19911
84996111）、国会代表（国9：92）。中将（91）、文学総合大学卒。
Cao　Si　Kiem
党申央候補委員（党6：86）、ベトナム国家銀行総裁（198914　－1997）
Chlj　8a　Phuong
経済省大臣（19461312－1946！1113），救済省大距（194611113－？）
Chu　Tam　Thuc　19321811　2－1　993／4／18　バクニン！トゥーソン
1957年2月8H入党。1947年、15才の時よりベトバック戦区で革命に参加。54年、首都の接
収に参加。54年一59年、ハノイ市財政局幹部。59年65年、中央労働者・農民文化補足学校、外
圏語補足学校で学び、その後、モスクワの財政大学で学ぶ。70年73年には、モスクワの財政
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大学の大学院生となり、経済学修士を取得、引き続き財政省で働く。75年81年、財政省の局
長、次官を歴任、82年には党中央候補委員（党5：82）、財政省大臣（198214　－198616）となる。
86年6月一90年5月、国家行政学院副院長。経済学修士（モスクワ財政大学）。（ND．1993．4．21）
C銭しlTuan　Nha
科学・技術・環境省大臣（1997－2002）
Chu　Van　Tan　1910　バックタイ
国防省大臣（1945／912494613！1）、党申央正式委員（党2β：51，60）、国会代表（2－6、60－
82）、ヌン（NUR9）族、上将・国会民族委員会委員長・国会常務委副主席・憲法起草委員（？）
Cu　Huy　Can　1919　ゲティン
無任断大距（1945年9月2臼臨時政府）、農業耕作省大臣（194611／1　－19461311）、農業耕
作省次宮（194611113　－195519？〉、国会代表（国2：60）、文化芸術工作担当大臣（1981年4987
年）、国会代表（tw　8：87）、ベトナム文学・芸術協会会長（87）、国会文化・教育委員会翻委員長
（87）
Dang　Hol　Xuan　1929／2／2　－1　988／9／9　ナムディン／スアンチュオン
1947年1，月7日入党。貧しい教育者の家庭に生まれる。45年3月から革命に目覚め、働きな
がら、スアンチュオン県の救国青年組織内で秘密活動に参加、同組織内で49年まで活動を
する。47年に入党、49年には県党委員会委員。その後、第3連区抗戦・行政委員会党既事務局
で活動し、岡事務局党書記となる。52年から、第3・4連区医師養成学校で学び、54年に卒
業。62年医者となり、69年には医学修士号を取得し、78年にはチェコスロバキアで医学修士
号を取得した。この問、54年には、タイピン省医療局長、54年一55年にはハイフォン帯でも医
療を担当し、その後、C病院院長、ハイフォン治療院院長などを務め、60年一78年はハイフォ
ン市ベトナム・チェコスロバキア病院で主に活動した。同病院では、内科主任、副院長、院長
を歴任し、同病院党委員会書記を務めた。また、ハノイ市党委員会の健康保護委員会常務副
委員長も務めた。78年11月から、医療省次官兼越・ソ友好病院院長。82年4月からは医療省
大距（1982144988111）のほか、人口・家族計画化国家委員会委員長、ベトナム・インド友好協
会会長、党中央健康保護委員会翻委員長などを歴任。国会代表（国7、8：81－88）。医学修士。
（NI）．1988．9．15）
Dang　Huu　1932　ビンディン（ギアビン）
党申央候補委員（党5：82）、国家科学・技術委員会委員長（198214499013）、党中央正式委
員（党6、7：86、91）、国会代表（国8：87）、国家科学委員会委員長（1990！3－？）、科学・技術・環
境省大臣（1992－1996111）、党中央委員（党8：96）、国会代表（国10：97）、党中央科学・教育委員
会委員長・道路・橋梁分野教授・ロシア交通アカデミー会員・国会科学技術環境委員会委員
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（97）。教授II・科学技術修士（87）。
Dang　Phuc　Thong
交通・公共事業省次官（閣僚）（194611113－195519？）
Da降g籍al　Mai　l　902／1　2／25－1　984／9／25　ゲアンノタインチュオン
共産党員。愛［勤約儒者の家庭に生まれる。ハノイ師範高等学校で学んでいる頃（1925－1927
年）からファン・ボイ・チャウ恩赦要求運動、新越党設立運動などに参加。薪越党指導委員会
委員の1人として、当時設立された共産主義グループに参加した。1930年32年、フランス
当局に逮捕され、フエで投獄される。釈放されたのち、ハノイに戻り、教職につく。35年、友
人達とタンロン私立学校を設立し、青年や学生の愛国運動を鼓舞した。国会代表（国L5：
46－76）、教育省大臣（1946！312　－194611　112）、祖国戦線主席団委員、タインホア省抗戦行政
委員会委員長（4748）、ベトナム文学協会会長（48－49）、第4連区文科大学学長（50）、第4連
区教育局周長、嗣連区大学予備学校校長、上級師範学校校長を歴任。54年からはハノイ総合
大学語文科主任、ハノイ師範大学学長兼語文科主任、ベトナム社会科学委員会所属の文学院
院長、ベトナム文学・芸術協会会長（5784）、ベトナム祖国戦線中央委員会主席灘委員などを
歴任。（MD．1984．9。26）
Dang　Thi　1921／4　－2001／1　2／16　クアンチ／チュウフォン
1938年入党。1936年より革命に参力ll。1936年一38年、フランス当局に逮捕・投獄される。45年
48年、クアンチ省において政権奪取のために蜂起を指導、クアンチ省党書記、ビンチティエ
ン分区党委員会委員を歴任。国会代表（国1－7：4682）、49年50歪ド、第4連区党委員会委員、
タインホア省党書記代理、51年一57年、ビンチティエン分区党書記、ビンチティエン戦線政
治委員、第4連区党書記を歴任。58年64年、統言｛’総局局長、1司総局長、65年一70年の問の…
時期に團家計画委員会離委員長（閣僚）（1969112－1971）、71年一73年には首相府事務局局長
（1971－1973！4）、外国との経済連絡委員会委員長（71－73）、74年一81年には統一委員会委員長
（197413　－1981）、C工作党1塗事会党書記、首相府大距（1976－197712）、党中央正式委員（党4：
76）などを歴任、81年一83年には閣僚評議会総書記（1981498214＞兼C工作党幹事会党書記、
党中央正式委濁（党5、6：82、86）、ラオス・カンプチアとの経済文化脇力委員会委員長
（1987－19891　1）（NI）2001。12．18）
Dang　Van　Hし護ong
無任所大臣（19471955）
DaRg　Viet　Chau　1914／7／2　－1　990／5／21　ハナムニン／ナムニン
1930年末に入党。1929年からナムディン市の学生運動に参加。30年末、ハイフォン市のセメ
ント工場の労働者となる。37年、北坂党委委員となり、C区（ナムディン、ハナム、タイピン、
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ニンビン）撹当。45年8月、ヴィンイエン省主席となる。内務省事務局長（46／4）、ハノイ市
防衛委員会参加（46112）、タインホア省抗戦行政委員会委員長（4712）、第4連区抗戦行政委
員会副委員長（4819）、経済省次官（5016）、商業省次官（55112）、外麟貿易省次窟兼岡省党鐡
書記、国家計顧委員会副委員長（60末）、財政省大距（196514－197413）、副菖季舐197413・
1976）、ベトナム圏家銀行総裁（75－76）、外国貿易省大臣（1976498012）、副養相（198111？）、
国会代表（国1－6：46－81）。（ND．1990．5．23）
Dang　Vu　Cht韮
軽工業省大臣（199012－199511◎）、党中央委員（党7：91）、工業省大臣（1995110－2◎02！8）、党申
央委員（党8：96）
Dao　Dinh　BiRk　1945／2／6／一バクニンノティエンズ
1974年7月16H入党。党中央委員（党9：01）、国会代表（国11：02）、交通・運輸省次宮兼ベト
ナム鉄道連合会総裁・ベトナム鉄道党委員会書記（02！4）、交通・運輸省大臣（200218現在〉
Dao　Thien　Thi（Du）192◎12／23－1998／1◎／1　7　ハタイノタインオアイ
1947年入党。貧農の家庭に生まれる。ニャチャンで公開の青年運動に参撫、カインボア省
の青年団連団長（44－45）。カインホア省の人昆蜂起委員会、入民委員会の委員として経済、外
務を担当し、問省の兵器委員会、軍事委員会の委員（4518　－45112）。農業耕作省生鷹信嗣局糧
当幹部（46－50112）、財政省予算局局長、経済建設局局長、財政省次宮など歴任（51－7412）。慶
会代表（国1－3，5－7：46－71、75－87）、財政省大臣代理（1974！3497617）、財政省大猛（1976！7－
197712）、労働省大距（198112－1987！2）、同じ頃、中央人口移動指導委員会委員長を兼任。
1990年6月弓i退o（M）。1998窪0．18）
Dao　TroBg　Kim　l897／1／3－1　984／7／6ハノイ
交通・公共事業省大距（1945191249461311）、国会代表（国1：46）。元水利省水利設計院
墓唄塊長（？）。（M）Ll984．7．7）
Dau　Ngoc　Xuan　1927　ゲティン
党中央正式委員（党6：86）、国家計画委員会副委員長（閣僚）（198712－198813）、国家計画委
員会委員長（198813　－198913）、協力・投資に関する國家委員会副委員長（閣僚）（198913－
198914）、協力・投資に関する国家委員会委員長（1989144995110）、党中央委員（党7：91）、
国会代表（ma　9：92）、投資案件曖家審査評議会議長（19951104996110）
Dinh◎uc　Thien
党中央候補委員（党3：6◎）、機械・冶金省大癒（1969112－197413）、国家計画委賛会副委員長
（1975－1976）、党中央正式委員（党4：76）、石油・天然ガス工作担当大N（1976〆7498012）、交
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遡・運輸省大臣（198012498214123）
工）o　Chinh（塞名は◎o　Dinh　AR）　1926／1　e／H－1994／2／18　ハイフン1ミーヴァン
第10連区党常務委員、その後、ベトバック連区（党常務委員）、ハイニン省党書記、ドンバッ
ク軍区F332敢治委員、左岸軍区ε鍛8政治委員、350罵令部政1台委員、第3軍麹党委員会委
員、ハイフォン市党醐書記兼人民委員会委員長、カンボジアにおけるベトナム専門家囲指導
委員会委員長などを歴任。党中央候補委員（党4：76）、海産省大臣（1977111－198111）、国会代
表（国7：81）、中央経済委員会翻委員長・国会経済計画財政委員会委員（81）、党中央正式委員
（党5：82）、党財政計画委員会委員長（82？）、党中央正式委員（党6：86）、党中央委員（党7：
91）、党中央経済委員会委員長（91）、党中央経済委員会第一副委員長、党中央経済機関グルー
プ党書記（94）。（ND．1994．2．19）
D◎Muoi　l　917／2／2一ハノイ！タインチ
八月革命後、ハドン省党書記。ハナム省党書記（46初）、ナムディン市党書記兼ナムディン省
防衛委員会主席（46末）、ニンビン省党書記（48）、第3連区党副書記兼抗戦行政委員会副主
席、第3連区司令部政治委員（48）、紅河左岸区党書記兼左岸区司令官（5L54）、ハイフォン市
党書寵（55）、党中央候補委員（55）、商業省次宮（56）、国内逓商省大臣（195814－19．6111）、国
会代表（国2：60）、党中央正式委員（60）、国家物価委員会委員長（1967111－1971）、首糧府経済
事務局局長（1969112－？）、建設省大臣（1973164977111）、南ベトナム私営工商業改造指導工作
責任者（7813－78末）、翻首率舞（1969112－198816）、党書記局員（党4：76）、党政治局員（党5：
82）、党政治局員兼書詑局員（党6：86）、閣僚評議会主席（首相）（198816499麦17）、国会代
表（国10：87）、党書記長・政治局常務（党7：91）、党書記長・政治局常務（党8：96）、97年12月
4中総で顧問に就任（資料①参照）
Do　Nguyen　Phu◎ng　1937　ハノイ
医療省大臣（1995110－200218）、党中央委員（党8，9：96，01）、国会代表（国10：97）、教授・哲学修
士・博士・ベトナム医学会委員（97）
◎oQua轟g　Tr縫ng　l946／1／20　ハタイ／ウオンホア
1968年4月20日入党。党中央候補委員（党6：86）、国会代表（国8：87）、クアンニン雀党副書
記・人民委員会委員長・国会経済計画財政委員会委員（87）、党中央委員（党7，8，9：91，96，01）、政
府紐織・幹部委員会委員長（閣僚｝）（1996111－2002／8）、国会代表（国1◎、11：97、02）、内務省大
距（200218現在）、経済科学大学（計醐経済大学）卒
Oo　Que　L“◎ng
ベトナム岡家銀行総裁代理（1997499815）
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Do　Quoc　Sam　l929　ババック
国家基本建設委員会委員長（198211◎－198813）、党中央候補委員（党6：86）、国会代表（国8：
87）、建設科学技術修士（87、92）、党中央委員（党7：91）、国家計画委員第～副委員長（91）、国
家計画委員会委員長（199118　－1995110）、国会代表（国9：92）、教授（92、97）、討画・投資省大臣
（1995110－1996110）、投資案件国家審査評議会議長（1996111－2◎0218現在）、国会代表（国1C：
97）、国会経済財政委員会委員（97）
Do　Trung　Ta　l945／12／12一　ハタイノミイドゥック
1970年6月26日入党。党中央委員（党9：01）、ベトナム郵便・遠距離通信総公司総裁（02・
4）、郵政省大臣（200218現在）。教授、遠距離通信部門科学博士
Doan　Duy　Thanh　1929　ハイフン
国会代表（国：81）、ハイフォン市党書記（81）、国会経済財政委員会委員（81）、党中央候補委員
（党5：82）、党中央正式委員（党6：86）、副首栢（198712　－198815）、外国貿易省大臣（198616－
198813）、対外経済省大距（198813－199013）
Doan　Khue　1923／I　O／29－1999／1／16　クアンチノチュウフォン
1945年6月入党。1939年、反帝青年団に参煽。40年8月、チュウフォン県救国青年団書記。40
年末、フランス当局に逮捕・投獄される。45年5月、出獄し、クアンビン省で革命の基礎組織
建設に従事。同年6月入党し、クアンビン省ベトミン戦線主任となる。45年8月、クアンビ
ン省軍事委員、46年8月からクアンガイ陸軍学校政治委員、岡党委員会書詑、クアンガイ省
のホーヒック大隊政治委員、岡党委員会書記。47年4月からeg　5連区の第69、73，78、84逗隊
の政治委員および各連隊の党委員会書記、ダクラック省幹事会常務委員を歴任。53年5月
から、第5連区の第108連隊政治委員、罰党委員会書記、第305師団副政治委員。54年末一57
年、第575師懸副政治委員、第35i師騒政治委員、岡師団党委員会書記。58年3月一60年、第
270旅闘政治委員、同党委員会書記、第4軍区党委員会委員。60年10月から、第4軍区副政治
委員、瞬軍区党委員会委員。63年初頭・75年、第5軍区の戦場で活動し、｝司軍区劇政治委員、
党常務委員、党翻書記などを歴佐。76年、党中央正式委員（党4：76）、第5軍区司今蜜兼政治
委員、同軍区党委員会書記。少将（7480＞、82年には党中央正式委員（党5：82）、第5軍区罵令
官（82）、第719謂令部副司令官兼参謀長・中将（80－84）、カンボジア支援専門家腿副繊長、上
将（84－90）、86年末、党政治局員（党6、7：86、91）、国防省次官、第719司令部司令窟、カンボ
ジア支援専門家団指導委員会委員長、87年、ベトナム人民軍総参謀長、党中央軍事委員会常
務委員、91年6月、党中央軍事委員会副書記、大将（90－）、岡年8月、国防省大距（199118－
1997）、党政治局員（党8：96）、国防安寧会議メンバー（92）。圏会代表（国7－10：81－99）。軍事
大学卒（97）。（ND．1999．1．17）
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Doan　Manh　Glao　1944／10／27一　　トゥアティエン・フ1／フー日ック
1971年12月入党。政府事務局局長（閣僚）（199913　－2002！8現在）、國会代表（国11：02）、政
府党幹事会委員、各中央機関第1グループ党常務委員、政府事務局党委員会書記（02）、機械
製造技師、外国語大学卒、政治理論上級（02）
Doan　TrORg　Truyen
国会代表（国4、5，6：71，75，76）、国家物価委員会委員長（1981！2498415）、閣僚評議会総書記
（1984！5　－1987！2）、閣僚評議会事務局局長（198415－198712）
Dong　Sy　Nguye轟　1922　クアンビン（ビンチティエン〉
国会代表（国6：76＞、党中央正式委員（党4：76）、建設省大臣（197711H98214）、国会代表（国
7：81）、交通・運輸省大距（198214　－198616）、政治局候補委員（党5：82）、副薫相（198214－
1991！8）
Duong　Bach【jen　l925／2／24－1986！3／2　ハノイ
1945年9月入党。］．944年より革命に参加。党中央経済機関党常務委員、党中央経済管理研究
院党書記、交通運輸省大臣（197413－1976）、覚中央交通運輸委員会党書記、国家計画委員会
副委員長、国家計画委員会党書記、鉄道総局総局長、ハノイ市党部執行委員などを歴任。
（NI）．1986．3．4）
Du◎Rg　Duc　Hien
青年省大臣（1945191249461311）
Du◎ng　Quoc　Chinh　（Le卜｛ieB　Mal）1918／l　l／23－1992／11／6　ハタイ／フックト
1940年入党。1939年、反帝青年会にJjll入。ソンタイ省反帝青年会執行委員会書記。41年一44
年、フランス窯局により逮捕、投獄される。44年8月、脱獄し、救麟軍に参撫。46年3月、第2
戦区参謀長兼政治委員、第2軍区党委員会書記兼軍委員会補足学校政治委員、第2区党常務
委員、47年2月、タイティエン戦線政治委員兼任。48年、少将、第1連区政治委員、同軍区党
翻書記、第1連区党常務委員。49年6月、南部司令部政治委員兼岡軍員党翻書記、50年4月一
52年、南部瑚剰令蜜兼南部東方分連区副爺令官、南部東方区党委員会委員。53年、南部西方
区司令宮、岡区軍党委員会書記、岡区常務委員。58年8月、軍事学校を卒業後、砲兵司令部政
治委員兼同党書記。その後、水利・電力省大臣（1960174963！1）、岡省党団書記。党中央正式
委員（党3：60）、農業省大15．　（1963114965！4）、岡省党団書記、国会代表（国3：64）、65年4
月、中央軍事委員会委員、第4軍区罰今部党書記、政治委員。67年8月、ベトナム人民軍政治
総局調局長、党中央軍事委員会常務委員兼政治学院院長、中将。71年6月、内務省大距（19711
6－1975）（のち0）、傷病兵・社会省）、岡省党団書記、侵略戦争罪悪調査委員会委員長、国会代
表（圏5－7：75－87）、党中央正式委員（党4：76）、傷病兵・社会雀大臣（75－82！4）、90年、ベト
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ナム演戦兵の会臨時中央委員会副委員長。（避）．1992．119）
Ma　Ke　Tan　1914一穆981鶴ノ茎7　ハソンビン（ハタイ）
首都師磁・ハノイ市党委常務委員（54）、国会代表（国2：60）、水利省次宮（60）、党中央候補委
員（党3：60）、紅河治水開拓委員会委員長（62）、水利・電力省大臣（296311　－1964？）、国会代表
（国3－6：64－82）、水利省大臣（1964－197316）、ダー河建設工事損当大距（1973！6497815）、
党中央正式委員（党4：76）、国会代表（国7：81）、ハノイ市IN戦士の会主席（87）。
（NI）．1998．10．19？）
Ha　Qua轟g　Du　1945　ハツゥエン（ツゥエンクアン）
国会代表（国8：87）、ホーチミン共産青年随中央第一書記・国会青少年児童委員会委員長
（87）、党中央委員（党7：91）、国会代表（圃9：92）、飼育技師・農業技師（92）、政府青年・体育・
スポーツ工作担当大臣（19924997）、党中央委員（党8：96）、体育・スポーッ委員会委員長
（1997－2002）、国会代表（国10：97）、タイ（Tay）族
樋oChi　Minh　l89015／19－1969／9！2ゲアン1ナムダン
臨時政府主席（194519124945112131）、政府主席兼外務省大臣（1946111L1946131D、
政府主席（194613！2　－1946111／2）、國家主席兼首相兼外務省大臣（1946111134947）、圏家憲
席兼首相（19471955）、国家主席（閣僚）（195519！2◎495915127）、党主席（19514969）。（資料
①参照）
Ho　Ngoc　Nhu◎ng　1922－1996／3fl◎カインホア／ニャチャン
1946年入党。1945年から革命に参加。国家謙画委員会副委員長、閣僚評議会事務局局長
（198714　・1992！10）、経済・計画大学学長、フーカイン省人民委員会委員長、カインホァ省人民
委員会委員長を歴任。（ND．1996．3．16）
Ho　Te
財政省大距（1992154996111）
H◎Viet　Tkang　（K◎Sy　KhaRg）1918／3／4　－1　998／8／21　ゲアン／クインリュウ
1939年入党。1936年より革命運動に参加。40年末45年4月、フランス当局に逮捕・投獄さ
れる。45年6月一12月、ゲアン省クインリュウ県臨時党轡記、ゲアン省党委員会委員、岡省党
書記（45f10－1946末）。第4区党委員会委員、タインホア省党書記（47初一4814）、第4区党常
務委員、岡党副書記（48／54917）、党中央農斑運動委員会委員長、党とリエンヴィエット戦
線内のベトナム救園農民会書記（4918－51／2）、党中ダ乏候補委員（党2：51）、党中央正式委員
（53－5611e）、農林省次官（53・56）、祖国戦線中央委員、党中央事務局幹部、党中央農村工作委員
会幹部、中央合作社学校およびグエン・アイ・クオック担当幹部（56110－6116）、麟家計爾委員
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会委員、同翻委員長兼党書記（6116　－1979）、食糧・食1昼：省大臣（197914　－198111）兼同省幹事
会書記、国家計画委員会副委員長（80112）、1983年引退。（ND．1998．8．23）
纏oang　Anh　1912　ツゥアティエン（ビンチティエン）
党中央候補委員（党2：51）、党中央正式委員（55）、財政省大臣（195816－196514）、財政・商業
事務局局長（1960－196311）、党書記局員（党3：60）、農業事務局局長（196514－1969112）、農
業省大距（1965144967111）、謝蟹相（1971！4－1976）、中央農業委員会委員長（197114－19741
4）、ベトナム国家銀行総裁（1976－197712）、党中央正式委員（党4：76）、財政省大臣（19771
2－198214）
Hoang　Duc　Nghi　l940　カオバン
資材省大距（198214499013）、党中央候補委員（党6：86）、山岳部・少数昆族工作担妾大臣
（1990／34992）。党中央正式委員（党7：91）、大臣・山岳部少数民族事務局主任（91）、党中央
委員（党8：96）、畏族・山岳部委員会委員長（1992－2002）、タイ族。
Hoang　HUU　Nam
内務省次窟（194613　－1955初頭）
Hoang　Mi臨Gia網n　1904111／4－1995！1112　ハノイ1トゥーリエム
ハノイ師範高等学校を卒業後、1926年から28年までプノンペンのシソワット中学校で教師
をし、その後31年まで、サイゴンの私立学校で教師をする。サイゴンで教師をすることをフ
ランス当局から禁じられた後、ハノイに戻ってタンロン私立学校を創立、多くの愛国的、進
歩的教師や学生を育てた。もともとはフランス語教師で、クオックグー普及運動などで活躍
した。30年代の入民戦線期から社会主義者。國会代表（国y7：46－87）、八月革命後、46年3
月まで内務省（現在の労働・傷病兵・社会省〉事務局局長、その後、内務省次宮。文化省大臣
（195519120－1976！6）、外務省次官（閣僚｝）（194611113494712）、外務省大臣（19471349541
4）、ベトナム社会党執行委員（4717）、ベトナム社会党副書記長（－8812）、リエンヴィエッ
ト戦線中央委員会常設委員（51／3）、ベトナム祖国戦線中央委員会主席腿委員（55－94）、抗米
戦争中にベトナムと各国人罠との団結・友好委員会の主席団主席、ベトナム・インドネシァ
友好協会会長、ベトナムと米国人艮との団結委員会主席を歴任。国会対外委員会委員長（76－
82）、ハノイ師範高等学校卒。（ND．1995．1．14。一部、資料⑦参照）
Hoang　MiBk　Tkang　1927　クアンナム・ダナン
圏会代表（国7：81）、クアンナム・ダナン省党委書記・国会経済計画財政委員（81）、党中央正
式委員（党5：82）、クアンナム・ダナン省党翻書記兼人民委員会委員長（82）、薩内通商省
（198616　－199013）、党中央正式委員（党6：86）、麟会代表（国9：87）、商業省（1990134991／
8）
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Hoang　Quoc　Thinh
国内通商省大臣代理（196611◎－67／11）、国内通商省大臣1967111－77111）
Hoang　Quy　l927　ハイフン
党中央正式委員（党5：82）、国家誹画委員会第一副委員長（1983！10－198712）、党中央正式委
員（党6：86）、財政省大臣（198712499215）
Hoang　Tich　Tri
医療省大臣（194611113－195915）
Hoang　Trung　Hai　l　959／9！27一　タイピン1クインフー
1990年11月20H入党。党中央委員（党9：01）、国会代表（国11：02）、工業省次官（0214）、工
業省大臣（200218現在）、修士。
Hoang　Van　Kieu　1921　ランソン
党罠族委員長？、党申央候補委員（党3：60）、タイバック自治区副書記（60）、ランソン省人民
委員会委員長（65）、林業省大臣（1976－197712）、党中央正式委員（党4：76）、国会代表（国7：
81）、（政府）民族委員会委員長（197816？－198712）、タイ（Tay）族。
Hoang　Van　Phong
科学・技術省大臣（200218現在）
卜luyen↑hien　LOC
農業耕作省大臣（194614－194611112）
Hljynh　Cong　So
国家監査委員会委員長（198815－198914）
Huynh　Tan　Pha萱1913－1989／9130ベンチェノビンダイ
1945年3月入党。八月革命以前から民主主義を要求する闘争に参加し、「クオックグー（国
字）普及」運動を行い、反仏、反臼的傾向をもつ『タンニエン（青年凋紙の主任となる。「先鋒青
年」運動の発展に寄与した。八月革命の際には、サイゴンの政権奪取に参加し、南部人罠委員
会の通信・マスコミ周瑚局長に就任。49年以後、サイゴン・チョロン特別区抗戦行政委員会
委員となる。57年末、サイゴン・チョロン党委員会委員。60年、サイゴン・チョロン区党委員
会正式委員となり、知識人・ブルジョアの運動工作、民族戦線工作を担当。60年末、南ベトナ
ム民族解放戦線翻主席。南ベトナム臨疇革命政府主席（1969－1976）、国会代表（国1－3、6－
8：46－68、76－89）、副首相（1976－198216＞、ベトナム祖国戦線主席団委員（77）、国家基本建設
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委員会委員長（1979－198216）。国家評議会副議長（8216）、ベトナム祖國戦線主席圃主席
（83）、国家評議会副議長（87）、ベトナム建築士協会会長（87）、（ND．1989．10．2）
Huynh　Thuc　Khang　l876・・194714／21　クアンナム／ティエンフック
科挙試験（進士：ティエンシー’　i科挙の最高位たる殿士合格者の肩書き）に合格（1904）した、
20世紀初頭世代を代表する知識人活動家の1人。フランス統治下で1908年から1921年ま
での13年投獄される。釈放後、フエに拠点を置いてilティエンザン眠の声）撫を発行する
など、盛んな文筆活動を展開した。彼良身は共産主義者ではなかったが、その周囲には多く
の青年活動家（共産党系を含む）が集まっていた。8月革命後、ベトミン政権に参加、無党派
の長老として内務省大距（19461312　－194714121）、46年、ホ・チ・ミンの渡仏中に一時、国家
主席代理を務める。46年宋の第一次インドシナ戦争勃発後、第5連区の政府代表に選ばれ
る。疎開先で病死。（⑦も参照）
Kha　Vang　Can　1908－1982！1／17　ホーチミンノチョロン
南部抗戦委員会委員、サイゴン・チsロン人民委員会委員長、軽工業雀大臣（1960－1975）。
（ND．198211121）
Ksor　Pkuoc（Kpa　Binh）　1954／8／8／2　ザライ1アユンパ
1980年8月6H入党。党申央委員（党9：01＞、ザライ省党書記（02・4）、民族委員会委員長
（200218現在）、安寧大学卒（02）
La　Larn　Gia（Bay　May）　1920　ミンハイ
党中央正式委員（党4：76）、国会代表（国7：81）、食糧省大臣（1981／1－1984／6）、党串央正式
委員（党5：82）
Lai　VaR　Cu
政府事務局ヌ母長（199　6111－19991　3）
Le【）“c　Anh　1920　ツゥアティエン
党中央正式委員（党4：76）、上将・国防次官・副参謀長・第9軍区司令窟（76）、党政治局員（党
5、6：82、86）、圏防雀大臣（198712499117）、国会代表（国8：87）、大将・国防評議会メン
バー（87）、党政治局員兼書記局員（党7二91）、麟会代表（圏9：92）、国家主庸、国防安寧評議会
議長（92）、党政治局常務（党8：96）、97年4中総で顧問に就任。
Le　Duc　T煽nh　1927／7／15・・2001／2／フ　フンイエン／ヴァンラム
1945年IO月入党。フンイエン省党翻書記（54！6）、ハイズオン省党副書記・書記代理・書記
（5417－56111）を歴任、その後、左岸：区党委員会事務局局長（56112－58112）、ハイフォン市党員
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会委員・常務委員・私営商工業改造委員会委員長（59〆1．65／Cj）。ハイフォン市党謝書記兼行
政委員会翻委員長・委員長（65110－7616）、国内逓商省次宮・第一次官（7617－81！8＞、国家計
画委員会副委員長（8119－82／3）、党中央正式委員（党5：82／3）、国内通商省大距（198214－
19861　6）、党中央財政・管理委員会委員長（861　9－92）。（NI）．2001．2．9＞
LeD“c籍“y　194816／30　ハティンノフオンソン
1973年11月23臼入党。党中央委員（党9：01）、国家銀行総裁（1999112／11－200218現在），経
済学博士。
Le80轟gA酪　1949／11／12一　キエンザン／ヴィントゥアン
1968年3月2H入党。党中央委員（党8：96）、キエンザン省党書記（96）、党政治周員兼書記
局員（党9：01）、党中央監査委員会副委員長（Ol）、国会代表（国11：02）、公安省大臣（200218
現在）、党政治局員兼書記局員（02）、党中央監査委員会委員長（02）、学士（法律）
Le　Huy　Ngo　1938　タインホア
党中央候補委員（党6：86）、党中央委員（党7：91）、タインボア省党書記（91）、党中央委嶽（党
8：96）、党中央組織委員会副委員長（96）、国会代表（国11：97）、農業・農村発展省大雛（1997－
200218現在）、経済農業大学卒。
Le　Khac　1916／2／6－1990／311　3　ハノイ／タインチ
1947年2月入党。八月革命前に橋・道路関連の技師となる学校を卒業後、1944年にクアンガ
イとダナンで鉄道の技師となる。八月革命後にフエ第2区の汽車、46年初頭にハノイ第5
区の汽車を握当。第一次インドシナ戦争勃発後は国防省兵器局に配属される。47年から52
年、151工兵連隊工兵局局長、岡政治委員、同党委書記。53年一58年、交通・公共事業雀交通騰
副局長、ベトナム鉄道総局副局長、同局長を歴任。58年6月、闘家計画委員会委員、59年1
月、国家科学委員会に転属。党中央候補委員（党4：76）、国会代表（国7：81）、外属貿易省大臣
（198012　－198616）、国家科学・技術委員会委員長代理（1980124981）、国家科学・技術委員会
委員長（1981－198214）、党中央正式委員（党5：82＞。1985年1月引退。（ND　199013115）
Le　Liern　1922／216－1985／8130　ハタイノトウオンティン
党中央候補委員（党3：60）、文教事務局局長（1963114965110）、文化省次富、教育省次官も歴
｛壬。（NDユ985．9．1）
Le簸油Huong　l936　ハティン
党中央委員（党7：91）、国会代表（国9二92）、内務省次官（92）、国会躍防安寧委員（92）、党政治
局員（党8：96）、中将・内務省次官（96）、内務省大臣（1996／11499815）。安蚕華大学卒（92）、中央
公安学校卒業（9ア）。
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LeNg◎cN◎an　l937／7／35一　ハタイ／チュオンミー
交通・運輸省大鋲代理（1996111－1997）、團会代表（匡i10：97）、橋梁技師、交逓・運輸省大癒
（2997－20021　8）
Le　Quang　Ba　（Dam　Va轟Mong）　191　5／4／21－1988／3／19　カオバン／バクアン
1932年5月入党。貧しい農民の家庭に生まれる。1931年、青年革命隅志会と青年共藍団に参
力Ll。35年3月から37年9月、バクアン州の州党委員会委員および青年闘幹事会責任者。37年
10月、家庭を離れ、ゲリラ活動に参撫、中越国境で革命根拠地を建設した。40年10月、ホー・
チ・ミンに会い、カオバンの秘密幹部と帰国し、パックボに根拠地をつくる任務を与えられ
る。以来、バクアン州とカオバン省におけるホーの活動を防衛する責任者となる（41－45）。こ
の期閥には、カオバン省臨蒋党委員会委員やバクアン州党書記を務め、カオバン省最初のベ
トミンゲリラの隊長を兼任した。44年6月から45年3月にはカオ・バック・ラン省党委員会
常務委員となり、軍事工作の責任者となった。45年4月、武装勢力を指揮してバンハイン、
ハザンにおける革命根拠地を建設。八月革命後、ホー・チ・ミンの特派員としてバクザン省、
ランソン省、カオバン省の衝突事件を解決。その後、46年3月まで第1区司令窟。46年4月
から48年5月までハノイ特別区区長・第圭2区区長。さらに、ベトバック連区司令宮となり、
316大隊隊長（51！5－55110）、ベトバック軍区罵令官（55！11－6015）を歴任。少将（60）。60年以
降は、党中央民族委員会委員長、政府民族委員会委員長（19604977／2）兼開墾総局局長、ベ
トナム祖国戦線主席団員、党中央監査委員会委員・農業委員会副委員長・定耕定居委員会委
員長を歴任。党中央正式委員（党3：60）、国会代表（3・5：6476）、81年11月、引退。タイ族。
（NI）1988．3。20）
Le　ThaR擬Nghi　l　911／3／6－1989／8／16ハイフン1トゥーロック
1930年入党。1925年から1930年に電気工として働く。28年、ベトナム青年革命詞志会に参
力ll。第一次インドシナ戦争巾は、第3連区の指導者の1人として革命を指導。46年12月、第
3区党書記兼局区抗戦委員会委員長。48年初めに、第3連区党副書記、51年、岡連区党書記
兼抗戦行政委員会委員長、岡連区司令部政治委員。53年から54年はハノイ市党書記を兼任。
工業省大距（1955194960P）、醐首ネ｝蔓（19604981）、工業事務周局長（1960－1969112）、国家基本
建設委員会委員長（19604964）、党中央工業委員会委員長（67）、重工業省大臣（196712－
1967111）、国家計画委員会委員長（197413498012）、政治局員（党2－4、19514982）、国会代
表（］9604987）、国家評議会副議長（81）。（ND．1989．8．18）
Le　Thi　T熱e
人1：1・家族・児童委員会委員長（閣僚）（2◎02／8現在）
Le・Van　Hien　1904／9A5－1997／11／1　5　ダナン市／ボアヴァン
1945年10月入党。1927年、ダナンでベトナム青年革命岡志会に加入。28年クアンナム省委
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員。30年一35年、フランス当局に逮捕・投獄される。35年38年には、公開活動を行うと同時
に、党の財政工作に秘密裏に従事。39年2月40月、40年5月一45年初めまで、フランス当局
に逮捕・投獄される。八月の蜂起準備の過程では、タンチャオの会議で畏族解放委員会のメ
ンバーに選出され、ダナン蜂起委員会委員長となる。ダナン市人民委員会委員長兼人民裁判
所長（4518－4519）、労働省大臣（194519！2－19461311）、国会代表（国1－3：46－71）、財政
省大臣（46／312495816）、国家誹画委員会副委員長（19581i2495915127）、無任所大臣（国
家計薗委員会醐委員長として）（1960－1962）、在ラオス・ベトナム大使（62110－7619）、77年10
月引退。77年一93年、タンロン退職幹部クラブの主任。（M）．1997．ll．18）
Le　Va轟Tr｛et　1930　ティエンザン
国会代表（国7：81）、機械冶金省次官兼電子企業連合総裁（81）、国会経済計画財政委員会謝
委員長（81）、党中央候補委員（党5：82）、党中央正式委員（党6：86）、国会代表（国8：87）、国
会経済計画財政委員会委員（87）、ホーチミン市党副書記兼人民委員会副委員長（87）、党中央
委員（党7：91）、工業省第一次官（91）、商業・観光省（大臣1991／84992）、商業省大距（1992－
1997）
Le　Viet　Luong　1900／3／26－1　985／7／I　O　ハティン／カンロック
1930年入党。中坂党委員会委員、ゲアン省行政委員会委員長、第4連区行政委員会委員長、
ベトナム国家銀行醐総裁（195115－1955）、ベトナム国家銀行総裁（1960－196311）、国家謙画
委員会副委員長などを歴任。（ND．1985．7．12）
Le・Xuan　Trinh　1933　クアンナム・ダナン
党中央正式委員（党7：91）、国家謙画委員会副委員長（91）、圃会代表（国9：92）、政府事務局
局長（1992110－1996111）、国会対外委員会委員（92）。国民経済大学卒。
Lu　．Minh　Chau　l929　ミンハイ
ベトナム国家銀行総裁（198616－198914）、党中央正式委員（党6：86）、国会代表（国8：87）
Mai　Ai　Truc
資源・環境省大臣（200218現在）
Mal　Chi　T為0　1922　ハナムニン
国会代表（国7：81）、ホーチミン市人畏委員会委員長（81）、国会経済計画財政委員会委員長
（81）、党中央正式委員（党5：82）、党政治局員（党6：86）、國会代表（国8：87）、内務省大臣
（19871　2－19911　7）
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Mai　Ky
人口・家族計爾工作担当大臣（199213－）、人口・家族計画国家委員会委員長（19924997）
Nghiem　Xuan　Yem　l913／3／1◎－2001／3／18　ハノイノトゥーりエム
ハノイ農林大学卒業後、フランス植民地主義者の下で働くことを嫌い、教員となる。ベトミ
ンの運動に参加し、1944年6月には、ベトナム民主党に参力；1。農業耕作省次官（1947－1953）、
ベトナム民主党中央委員会委貝（50－58）、農業耕作省大距（1954！3－195519？）、農林省大臣
（195519　－196e？）、国会代表（国2－8：60－92）、ベトナム罠主党総書記（58－88）、農業省大臣
（1960－19631　1）、農場省大臣（1963／1　－19711　4）、中央農業委員会常任副委員長（閣僚）（19711
44976）、農業科学技術損当大臣（1976－1981）、国会副主席、ベトナム祖国戦線三鷺席随委員・
岡名誉委員（82－87）。ハノイ農林大学卒、農学技師。（ND．2001。3．20）
賊go　Minh　Loan　l　915－2001／2／14　ゲティン／クインリュウ
1930年より革命に参煽、ヴィンの汽車工場と電気工場で働く。39年、ハイフォンで革命活動
をするが、39年12月、フランス当局に逮捕・投獄される。45年2月、韻獄してから、党中央に
よりブート省・イエンバイ省の両省党書記に指名された。その後、46年5月、ラオカイ省幹
事会書詑、47年3月、バクニン省党（部〉書記、1948年2月、第3（軍）区党委副書記、54年、ベ
トナム人民軍軍法局局長兼ベトナム入民軍防衛局周長、58年、公安省経済防衛局長。党中央
候補委員（党3：60）、工業省次窟。67年、在中国大使、69年、食糧・食品省大臣（1969112－19791
4）、国会代表（麟4－6：71，75．76）、巾央農業委員会副委員長（閣僚）（1975－1976）、79年、閣僚
評議会直属の圏営企業管理改善委員会委員長。（ND．2001．2．14）
NgO　Tan　Nhon
経済省大髭E　（1946／312－195115？〉、農業耕作省大距（194611113　－195413）
Ngo　Xuan　Loc
党中央候補委員（党6：86）、建設省大臣（1989110－1997）、党中央委員（党7、8：91、96）、醐酋
ヰ廻（1997－1999112111）
Nguyen　Canh［）inh　1934　ゲティン
水利・電力省（198111　・1995110）、党；τ工央候補委員（党5二82）、党中央正式委員（党6、7：86、
91＞、国会代表（圃8、9：87、92）、ベトナムのメコン河委員会委員長（1995110－1997？）、党L’li央
委員（党8：96）、国会代表（国10：97）、国会事務局周長（97？）。水利大学卒。
Nguyen　Chan　1924／9／2－1994／12／3　バクニン／トゥーソン
1941年8月入党。45年10月一55年2月のllSに、バクニン省党書記、イエンバイ省党書記、ヴィ
ンイエン省党書記、第10区党事務周長、タイバック区党委委員。55年3醤一58年12月、ベト
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ナム祖国戦線中央委員会書記局員、世界平和評議会委員。58年12廻からブート省党書鑑己兼
行政委員会委員長。60年一82年、重工業省次宮、党申央工業委員会副委員長、化学総局長兼岡
党隙書記などを歴任。国会代表（團4：71）、電気・石炭省大臣代理（197414　－1975）、電気・石炭
省大距（1975－198111）、党中央委員候補（党4：76）、国会代表（国6：76）、炭鉱・石炭省大販
（198111498712）、党中央経済委員会翻委員長88286）、党中央委員候補（党5：82）。技師。
（ND。1994．12．6）
Nguyen　Chi　Vu
党中央候補委員（党5：82）、軽工業省大蓮（198214　－198712）、党中央候補委員（党6：86）
Nguyen　Co徹ach　l　921－1998／4116　ナムディン1ヴーバン
1943年入党。1937年、ナムディンで民主青年組織に参加した後、反帯青年組織に参加。4e年、
フランス当局に逮捕・投獄される。43年、ソンラ刑務所内で入党。45年8月、ヴーバン県での
政権奪取を指導。碕年9月、国防省で活動し、ヴォー・グエン・ザップを補佐する書記となる。
47年、党中央軍事委員会事務局長となり、国防省及び総司令部の各機関党委員会書記とな
る。49年、ハドン省党醐書記、岡省党書認代理となり、その間に隅省抗戦・行政委員会委員長
を兼任した。51年、第3連区抗戦・行政委員会委員および岡委員会党醐委員、第3連匿の各
機関党団書記となる。54年、外務省事務局長となり、56年にはインド総領箏となった。60年、
外務省次官および岡省党団委員となり、61年にはラオスに関するジュネーブ会議でベトナ
ム政府代表団団長となった。64年、外務次宮として抗米闘争の責任者となる。72年からパリ
和平協定締結まで、パリ和平会談におけるレ・ドゥック・トの補佐宮となる。75年、ペルーで
の非岡盟諸国外相会議でベトナムの代表団団長。76年80年、アラブ諸国、西ヨーロッパ・北
欧諸国、アセアン諸国訪問の政府特派員となる。79年から86年の間、コロンボ、ニューデ
リー、ルアンダにおける非同盟諸国外稻会議のベトナム代表醸騒長を務め、79年からは毎
年、ニューヨークでの国際連合総会にベトナム代表麟趨長として参加した。外務省次省
（76）、党中央正式委員（党4：76）、外務省無任所大臣（1976－1981）、外務省大臣（1980／24991〆
7）、間省党幹事会書記、党政治局候補委員（党5：82）、党政治局正式委員（党6二86）、副首相
（1987124991／8）、90年3月、党中央対外委員会に責任を持つ党政治局員となる。91年10
月、政治周より外交工作総括研究、盤界経済・対外戦略研究に参加することを分担される。園
会代表（国7，8：82－91）。（ND．1998．4．14）
Nguyen　Con　1917　ゲティン
国会代表（国2：60）、中央正式委員（党3：60）、国家計画委員会委員長（196514　－1973／6）、副
首枳（1967111－1976）、機械・冶金省大臣（1974！3－1977111）、中央正式委（党4，5：76，81）、党経済
委委員長
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Nguyen　Cong　TaR　l935　タイピン
党中央正式委鱗（党6：86）、農業・食贔工業省大臣（198712　－1995110）、国会代表（Wa　8：87）、党
中央委員（党7：91）、国会代表（国9：92）、農業・農村発展省大距（1995110－1997？）、党中央委員
（党8：96）、國会代表（国10：97）、翻首相（1997－200218現在）。農業大学卒。
Nguyen　DaRh　T熱ai
体育・体操委員会委員長（閣僚）（200218現在）
Nguyen　Dinh　Loc　1935／9／13一　ゲアン／ジエンチャウ
玲63年12月7H入党。国会代表（国9：92）、司法省大臣（199215－2002／8）、国会代表（国10、
11：97、02）Q法学修士（92）、法学博士（02）。
Nguyen　Dinh　T疑　1932／1◎11－1996／6／28　ハティン／カン日ック
1949年12月4日入党。1948年9月一54年7月、ハティン省のフィン・トゥック・カン專科学校
学習・競争委員、同省のチャン・フー文化補足学校校長委員会内で党支部委員、中文学校救国
青年団支部書詑などを歴任、54年8月一57年7月、中国の武漢に留学、ベトナム人学生団の
責任者。57年8月一63年3月、ソ連の核研究院で工作するベトナム入幹部N］の責任者。63年
4月一66年4月、国家科学技術委員会の数理研究部門の責任者、ベトナム物理学会副会長。66
年5丹71年6月、ソ連の核研究院で工作するベトナム人幹部団の責任者およびその党支部
書認。71年7月一76年6月、ハノイ総合大学党委員会書記、同大学醐学長。大学・専門中学・職
業学校省次嘗（76！3　－7617）、大学・専門申学・職業学校省大臣（197617－198712）、同省党幹
事会書記、中央候補委員（党4、5：76、82）、国会代表（国6、7：76、82）、党中央正式委員（党
6：86）、物理学教授（80）、国会代表（tw　8：87）、国会科学技衛委員会委員長（87）、国家原子力
エネルギー院長（87，91）、国家評議会委員（87，91）、党書記局員（党7：91）、党政治局員（党8：
96）、党中央科学委員長（96）。（ND．1996．7．3）
NguyeR　DIjy　Gia
ベトナム国家銀行総裁（198112－198616）
Nguyen　Duy　Trinh　1910／7／1　5－1　985／4／2◎　ゲアン／ギ日ック
1930年入党。1927年より革命に欝覚め、ヴィン市で政治活動の自由を求める運動などに参
Mlする。28年、新越革命党に入党。その後、サイゴン衛で活動をするが、フランス当局に逮
捕・投獄される。30年にはゲアン省の支部党書記、30－31年にギロック県党書記、32年、フラ
ンス当局に再逮捕され、35年にはコンダオへ移送される。そこで、支部党書記となる。45年
5月釈放されると、ヴィン市とフエ市における蜂起に参加。45年の八月革命後は、中部党常
務委員に選出され、中部行政委員会副委員長となる。第ヱ次インドシナ戦争中は、第5連区
の指導者の1人となり、49年からは、第5連区党書記兼申部南方抗戦・行政委員会委員長。
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党中央正式委員（党2：51）、党申央事務局長（55末）、党書記局員（55年8月）、政治局員（56
年）、首絹府大距（1958！44958112）、国家計画委員会翻委員長（閣僚）（195915　－1960）、国会代
表（2－7：60，64，71，75，76，82）、蔑猶相（1960－198012）、党政治局員（党3：60）、国家講画委員会
委員長（1960496514）、その後、国家科学委員会委員長（196311　－1965110）に就任。外務省大
臣（196514－198012）、政治局員兼書記局員（党4：76）、党中央正式委員（党5：821降格入事
？）、この間、国会代表を務める（国1－7：46－85）（ND．1985．4．22）
飛guyen　Dy　Men　1935／12！9一　　タインホアノホアンホア
1964年6月16日入党。党申央委員（党7：91）、外務省次窟（91）、党中央委員（党8：96）、外務
省次官（96）、外務省大臣（200011128－200218現在）、党中央委員（党9：01）、薩会代表（国11：
02）。文学修士。
NguyeB　Hai　Tkan　　1879－1955
20世紀初頭以来の古参の活動家。中国での亡命生活が長かった。太平洋戦争中に中国で反
ベトミン系のベトナム革命岡盟会を結成。戦後、申国軍とともに帰国し、ベトミン抗戦連合
政府に副首相（19461111494611112）として参加。しかし、その後問もなく（3月末）中懸
に再び亡命。広州で客死した。（資料⑦参照、資料①と副首相の就任期間に矛盾あり）
Nguyen　KORg　QuaR
党中央委員（党9：01）、建設省次宮（el）、建設省大臣（200218現在）
NguyeR呂uu　Khieu
睡会代表（国2：60）、党中央候補委員（党3：60）、労働省大距（1965110－197414）、党中央正式
委員（党4：76）
Nguyen　Huu　Mai　1915　クアンチ
党中央候補委員（党3：60）、重工業省大臣（1967111－1969112）、電気・石炭省大距（1969112－
197414）、国会代表（国7：76）、党中央正式委員（党4：76）、国家討画委員会翻委員長（1975－
198012）、駐ソ大使（82・3現在）
Nguyen　Huu　Thu　l926　ハソンビン
国会代表（Wa　3－6：64，71，75，76）、党中央候補委員（党4：76）、国会代表（国7：81）、党中央正
式委員（党5：82）、閣僚評議会総書記（198214498415）、閣僚評議会事務局局長（198214－
198415）
Nguyen　KhaRg　l919－1976／12110　タイピン／キエンスオン
1938年入党。もともと愛国心豊かな学生で、早くから革命に爆覚めた。37年・38年、タイピン
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省キエンスオン県にあった北所党委員会の秘密印刷機関で活動をし、39年、ハノイ市に入
る。そこで、ハノイ市反帝青年団責任考、ハノイ市、ハドン省、ソンタイ省、バクニン省からな
る各省連合反帝青年団執行委員会書記兼岡青年闘党鐡書記となり、さらにハノイ市党常務
委員となって青年の運動、『先鐵紙、およびザラム汽車工場グループの責任者となる。41
年、フランス当周に逮捕・投獄されるが、44年脱獄し、北所党委員会常務委員となってハド
ン省、ソンタイ省、北析党委員会安全区の責任者となるとともに、『救国雲紙の編集員となる。
45年、ハノイ市、ハドン省、ソンタイ省の各省・都市、『岡の魂』紙、ハノイ名誉隊の責任者と
なった。八月革命の際には、北堺党委員会を代表して若干の省で蜂起を指導し、8月19日に
はハノイの政権奪取を直接指導した。46年一50年、北垢党委員会副書記、第12区抗戦・行政委
員会党書記兼委員長、第1連区抗戦・行政委員会党副書記兼委員長、ベトバック連区党書記
を歴任。51年、党中央候補委員（党2：51）となり、党中央事務局責任者となる。57年60年、申
鴎大使、モンゴル大使、首根府大臣（195915　－6514）を歴任、国会代表（国2：60）、党中央正式
委員（党3：60）。（ND．1976．12．慧＆1976．12．13）
Nguyen　Khanh　1928　バックタイ
党中央候補委員（党5：82）、党書記局員（党6：86）、副首根兼閣僚言平議会総書記（198712－
1997）、騒会代表（国8：87）、党中央委員（党7：91）、国会代表（国9、1e：92、97Q哲学大学卒
（97）
Nguyen　Khanhτ◎an　（Hong　Linh）1905／8／1－1993／12／9　ゲアン／ヴィン南
1931年入党。知識人の家庭に生まれる。1924年、ハノイで文科の学生であった頃から反帝1到
主義の闘争に参力ll。26年、フランス当局に逮捕・投獄される。28年、釈放された後、フランス
に留学し、そこで愛麟的な越僑運動を行う。29年、フランス共産党の紹介でソ連の党学校に
留学。30年、コミンテルン東方部の紹介で東方大学の歴史学の研究生となる。31年、共産党
に入党。39年、r｝彊1の延安でベトナム共産主義者と共に活動。45年末、帰国して党の訓練ク
ラスで醤学やマルクスレーニン主義を講義した。教育省次官（1946111／3　－1955）、51年から
教育省党Eti書記。59年、国家科学委員会翻主任となる。蟹会代表（国2β：60，64）、海外文化連
絡委員主任（60）・党中央青少年委員主席（60）。党中央候補委員（党3：60）、再び教育雀次宮
（62）、党中央文教委員会副委員長（64）、教育改革評議会委員（64）、ベトナム社会科学委員会
委員長（65－82）、史学院院長・ベトナム民聞文芸会議主席・史学会名誉主庸なども歴任した。
（ND，1993」2．11）
Nguyen　Khoa　Diern　1943　ツゥアティヱンーフ工
党中央委員（党8：96）、文化・情報省次官（91）、文化・通信省大踵（1996111－200218＞、国会代表
（国10：97）。師範大学卒。
糧guyen　Ky　Cam　1929　ゲティン
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圏会代表（國7：81）、党中央正武委員（党5：82）、ゲティン省党副書記兼人民委員会委員長
（82？）、労働・傷病兵・社会省大Ii（198712498914）、国会イ七表（霞8：87）、国家監査委員会委
員長（1989144995110）、党中央委員（党7：91）、反汚職・密輸二L作指導委員会常任委員長（閣
｛蚕）（1995111－1996111）
Nguyen　Larn　1921／1　2131－　1990／4／31　ハナム／ズイテ｛エン
1943年3月入党。1937－38年、マルクス主義研究グループに参加し、艮主青年団に入る。39
年、反帝青年醐組織で秘密の活動を行う。40年、フランス当局に逮捕・投獄される。43年3
月、ソンラ飛務所支部により入党を認められる。45年3月9日、ハノイのポアロー刑務所を
脱獄、党中央の根拠地工作隊で活動。45年8月、ヴインイエン省イエンラン県（現在のハノ
イ市メリエン県）で蜂起に参加、嗣県党書記兼臨時革命入罠委員会委員長となる。その後、ハ
ノイ毒党委員会に参加し、青年工作を担当。さらに、北祈救国青年鐡鴬務委員となる。弱年、
ナムディン省党書記に指名され、47年、北垢党委員会委員となり、ナムディン省とタイピン
省の2省を握当。その後、第2区党委員会委員となり、ナムディン省、ハナム省、ニンビン省
を捉当。47年末、第14区（タイバック区）党書記および嗣区抗戦・行政委員会委員、48年、第
10連区党委員会委員に指名され、ブート省、ヴィンフー省を担当。その後、同連区民衆運動
委員会委員長を経て、党中央民衆運動委員会での工作に従事。49年一60年、党中央青年運動
委員会委員長、ベトナム救国青年団党書記、ベトナム労働青年団中央執行委員会第一書記を
歴任。党中央正式委員（党3：60）、ハノイ市党書記（60）、国会代表個3，5，6：64，75，76）、66年69
年、軽工業省次官兼同省党団書記。国家計画委員会認委員長（閣僚）（1969！12－1973／6）、国家
物価委員会委員長（1971・197413）、国家計画委員会委貴長（197316497嵯13）（198◎！24982！
4）、ハノイ市党書記（74－76）、党書記局員（党4：76）、党中央工業委員会委員長（76）、麟会代
表（国7：81）、副首糊（198012－198214）、党書記局員（党5：82）、党中央経済委員会委員長
（82）。（NI）．1990．4．3）
Nguye轟Luong　B飢g　（Sao◎o）　　1904一給79／7／21　ハイズオン／タインミエン
伝統的愛国者の貧しい家庭に生まれる。成長して水夫となる。1925年、中国の広州でホー・
チ・ミンに会い、革命活動を始め、青年革命固志会に加入し、帰国して活動する。ハイフォン
で労働運動を行い、労働者を組織する、その後、サイゴンへ移動し、労働運動と青年運動を行
う。28年、ハイフォンに戻り、引き続き労働運動を行い、その後、革命組織より香港、広州、上
海へ派遣され活動する。そして、中国におけるベトナム人最初の共産主義グループに参煽し
た。31年、フランス当局の密偵に逮捕され、帰国・投獄された。32年、脱獄したが、33年に再逮
捕され、43年には再び脱獄。この問、ソンラ刑務所で多くの革命戦士を育てた。44年、党中央
候補委員となり、財政工作と民衆運動工作の責任者となる。そして、ベトミン戦線の指導潜
の1人となり、ベトミン戦線総部の財政省大臣となる。45年、党全国会議で、党中央正式委
員となり、タンチャオの国民会議では全国解放斑族委員会の委員に選出された。八月華命
後、連続して党中央正式委員（党2、3、4：51、60、76）に選出され、第3糠1党大会から第隠癬1
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党大会までは党申央の中央監査委員会委員長を務めた。その間に、ベトナム国家銀行総裁
（1951154955）、ソ連大使、政府監査委員会委員長（Chu　nhiem）（19604964）、政府監査委員会
委員長（僅硫gThanh　tra）（1964－1969！9）などを歴任。また、第3期第5次国会以来、国家副主
席に選出されてきた。国会代表（国2、4－6、：60、71，75，76）。（ND。1979．7．21）
Nguyen　Manh　Carn　1929　ゲアン
党中央正式委員（党6：86）、駐ソ・ベトナム大使（87）、党中央委員（党7：91）、外務省大臣
（199118－2009／1128）、国会代表（国9：92）、国防安寧会議委員（92）、党政治局員（党8：96）、
国会代表（国10二97）、副首梢（1997－200218現在）、国防会議メンバー（97）。外国文学歴史大
学卒（92）（97）
Nguyen　Manh　Ha
カトリック系の活動家。ベトミンにとって、カトリック教徒を動員するための中心人物の1
人であった。妻はフランス人でフランス共産党員。国家経済省大距（19451912－
1946！12！31）、工商業省次官（195115－195519）、50年頃には海外に脱出、以降フランスもしく
はスイスで亡命生活を送る。（一部、資料⑦参照、海外亡命の時期については資料①と矛盾が
ある）
Nguyen　Manh　Kiem
建設省大距（1997－200218）
Nguyen　Mi麟Hien　194812／1一　タイピン1キエンスオン
1981年8月26日入党。党中央委員（党8：96）、ハノイ百科大学学長（96）、教育・養成省大臣
（1997－20e218現在）、党中央委員（党9：01）、国会代表（tW　11：02）。助教授・博士（02）
Nguyen　Ngoc　Triu　1926　タイビン
タイビン省党書記（76？）、農業省大臣（1979－198712）、国会代表（国7：81）、党巾央正式委員
（党5：82）、副酋枳（198712498815）、国会代表（国8：87）、ラオス・カンボジア経済文化協
力委員会委員長（87？）、中央農業委員会委員長（90．8？）
Nguyen　Quang　Ha
林業省大臣（1992－1995110）
Nguye轟Quang　Larn（Tam　Tu，本名、Nguyen　Hoang）　191　911　2130　－1990！10／17　クアン
ナム／タムキ
1945年8月入党。1936年一39年、クアンガイ省の民衆運動に参加。戯年、秘密でベトミンの活
動に参力ll。42年、フランス当周に逮捕・投獄される。翌43年、出獄し、クアンガイ省トゥーギ
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ア県で引き続きベトミン活動に参加。45年、クアンガイ省ベトミン副主任、46年駆年、クア
ンガイ省党常務委員、同省抗戦・行政委員会副委員長、その後、第5区財政局局長などを歴
任。55年・59年、クアンガイ省党書記、61年10月、第5区党委員会委員、62年一68年、南部中央
局経済財政委員会副委員長、70年3月一75年、第5区党常務委員、申部中区（khu髄ng汀類g
bo）革命人民委員会翻委員長、国会代表（国5：75）、党中央正式委員（党4：76）、76年2月、海
産省次窟、海産省大臣（197712－197711三）。78年3月からギアビン省党書記、83年3月、党中
央経済委員会翻委員長、85年、引退。（ND．1990．10．19）
Nguyen　Sinh　Nung　1946　ゲアン
党中央委員（党8：96）、財政省次官（96）、財政省大臣（1996111－200218現在）、国会代表（国
IO：97）、党中央委員（党9：01）。経済学修士。
Nguyen　Tan　Dung　l949　カーマウ
党中央候補委員（党6：86）、党中央委員（党7：91）、キエンザン省党翻書記兼人畏委員会委員
長（91）、醐首相（1997－200218現在）、ベトナム陵家銀行総裁（1998154999）、党政治局員（党
8：96）、内務省次官・政治局常務（96）、壌会代表（国10：97）、党中央経済委員長（97）。法律学
士・政治理論上級。
Nguyen　Tan　Trinh　1936　クアンナム・ダナン
水産省（198111－1996111）、国会代表（国7：81）、党中央正式委員（党6：86）、国会代表（aS　8：
87）
Nguyen　Thanh　Binh　l918　ノ、バック
党中央候補委員（党3：60）、国会代表（aS　3－6：64－82）、国内通商省大臣代理（1961124963！
1）、国内通商省大臣（196311　－1966110）、財政・商業事務局事務局長（1966144969！12）、躍家
物価委員会委員長（1966110－1967111）、政府監査委員会委員長（1969112－1974！3）、水利省大臣
（197316498111）、党中央正式委員（党4：76）、党書記局委員（党5：82＞、党政治馬員（党6：
86）、ハノイ市党書記（87）
Nguyen　Thi　Binh　1927　クアンナム・ダナン
霞会代表（国7：1981）、教育省大臣（1976－198712）、党中央正式委員（党5：82）、ベトナム婦
入連合会副会長（P）
Nguyen　Thi　Nang　l944　タインホア
国会代表（国7：81）、国会科学委員会委員（81？）、党中央委員（党6－8：86，91，96）、労働・傷病
兵・社会省次官（91，96）、労働傷病兵・社会省大臣（19981L200218現在）
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Nguyen　Tho　Chan
労働省大臣（197414　－198112）
NguyeR　Tr◎ng　Nhan　l930　ハナム
党中央候補委員（党6：86）、党中央委員（党7：91）、ベトナム赤十字会会長（91）、国会代表（国
9：92）、医療省大臣（199219　－1995110）、ゆ央Vien　mat院長、ベトナム医薬学総会副会長、国会
代表（国10：97）。医師・教授・医学修士、労働英雄（92）、民問薬剤師（97）。
Nguyen　Tu◎ng　Long
国民経済省大臣（1946年1月1日一1946年3月1鋤
Nguye轟τuo轟g　Tam　l906－1963
ニャット・リンの筆名で知られる小説家（とりわけ1930年代の作品群が有名）。その後、反ベ
トミン系の政客となった。40年に親欝的な大越民政党を結成したが、フランスの弾圧を逃
れて中国に亡命、ベトナム国民党に合流した。戦後、中国軍とともに帰国し、46年にベトミ
ン政府の外務省大臣（194613124946！ll12）に就任、5月末、中国に再び亡命した。54年
ジュネーヴ協定後、南ベトナムに戻ってサイゴンに居住。しかし、ゴー・ディン・ジエム政権
反対運動のために迫害され、63年抗議の服毒自殺を遂げた。　（資料⑦参照。外務省大臣の
就任期間について、資料①と差異がある）
Nguyen　Van　Chinh　l924　ホーチミン
党中央正式委員（党5：82）、ロンアン省党書記（82）、食糧省大臣（198416498712）、党覧｝」央
正式委員（党6：86）、国会代表（国8：87）、副首相（198712－198815）、国家監査委員会（19871
2　－198815）、党中央委員（党7：91）、党組織員会第一副書記（91）、国会代表（圏9：92）、ベト
ナム農民連合会会長（92）、麟会経済財政委員会委員（92）
Nguyen　VaB　Hieu　l938（？〉　ハソンビン（？）
文化省大臣（19771P－197717）、文化・通信省大距（197717－1986／6）、党中央候補委員（党5：
82）、党中央正式委員（党6、7，8：86、91，96）、国会代表（国8、9，10：87、92，97）、Vie！｝si・教授薄
士（87、97）、ベトナム科学院院長（87、91、92）、国会対外委員会委員（86、97）、92、97）、国家露然
科学・技術センター所長（96、97）。物理博士・教授、ベトナム・、ロシア科学アカデミー会員、第
3批界科学アカデミー会員、NY科学アカデミー会員（92）。
Nguyen　VaR　HuoRg（鑓guyen　T総anわTam）　1906／12！24・・1998／8／？　アンザンノチョーモイ
1953年7月3B入党。1932年、フランスにおいて医学臨士号を取得。45年、革命活動に参加。
南部人民委員会顧問評議会メンバーとなる。45年9月、南部医療局の薩療・調剤委員会委員
長。国会代表（1－3：46－75）、南部抗｝1幾・行政委員会委員兼南部軍人医療局局長（47／3）、303
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病院院長（55！7）、細繭学院院長（56／5）、東洋医学研究院院長（58－59）、国会常務委員会委員
（56＞、国会常務委員会翻主席（60－71）、医療省大臣（196913　－197414）、深療省党団書記（70）、
ベトナム祖国戦線中央委員会主朧団委澱。医学博士（32＞（M）．1998．8．6）
飛guyen　VaR　Nuyen　　l　9◎8／1111　6－1　975／1◎／29　　ノ、ノイ
ハノイの公務員の家庭に生まれる。八月革命前の一時期に教職に就き、その後、歴史学、民族
学の研究に専念。革命前の研究テーマと内容は民族文学とベトナム農村であった。八月革命
後、革命の道を歩み出した。国会代表（国2－5：46－75）、教育省大臣（19461i1134975110）、ベ
トナム糧国戦線中央委員会主席団委員、歴史科学研究会謝会長、ベトナム・中国友好協会潮
会長（75）、文科博士。（ND．1975．10．25）
Nguyen　Van　Kha
国家計画委員会（1969！12－197416）、機械・冶金省大鋲（1977111－198712＞
Nguyen　Van　Loc　l914／3バ4－1979／9／24　ハタイ／ウンボア
1932年入党。18才から革命に参加。1942年一44年、ハドン省党委委員、ソンタイ省、ハドン省
党書記。45年46年、北祈党委委員・ハドン・ソンタイ省担当、その後、タイグエン・バッカン
省担当、47年一56年、第2連区党副書記、第3連区党書記兼行政委員会委員長を歴任。水利雀
次官（5758）・同省党団書記。党申央候補委員（党3：60）。61年より、農業省党強書記、農業省
次宮、農業省大臣（1967111－197114）、中央農業委員会副委員長（197114497413＞、敢府監査
委員会委員長（1974！34976）詞委員会幹事会書記。77年、健康上の理霞で退職。
（ND．1979．9．24）
Ng“yen　Van　Tao　1908－1970／8／16　ホーチミン／チBロン
1927年、フランス共産党に入党。貧しい儒者の家庭に生まれる。コミンテルン第6懸大会に
フランス共産党代表団の一員として参加。その後、フランス共産党中央委員に選出される。
1930年、フランス当局に帰国させられる。帰国後はサイゴンで活動。勤労人民の代表とし
て、サイゴン市の評議会に2回当選（1933年と1935年）、36年以降、フランス当局に2度逮
捕・投獄されていたが、更に39年から44年まで逮捕・投獄された。出獄後もラクザー省で禁
足された。45年の八月革命の際には、サイゴンで蜂起に参擁、南部臨時人民委員会委員とな
る。国会代表（国1：46）、北部へ移動（46）、労働省大臣（1946111134965110）、党中央の労働運
動小委員会委員（47）、北部へ集結する南部岡胞歓迎委員会委員長（54）、内政事務局
（19651藍0－1971？）、国会の統一委員会委員長（70／6）。（ND。1970．8．20）
NguyeR　Van　To　　？－1947
社会救済省大臣（194519／2－194613／1）、無任撰大距（1946111／34947）
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Nguyen　VaR　Tran　l917　ハノiック
中央事務局長（54）、圏家計画委貫会委員長（195814－1958112）、国家計画委員会副委員長
（1958！12－1960）1交逓・郵政省大距（i9551949602）、重工業省大臣（19604967！2）、党書記局
員（党3：1960）、翻首相・国家計画委員会委員長兼国科学委員会委員長（63～64）、中央経済
管理研究院院長（76）、経済管理院院長（7815－　81？）、党中央政府経済社会戦略研究駈常務委
員（82）、国会計画・予算委員会委員長②
Nguyen　Van　Vinh　　1928？擁978／6／16
ベトナム人民軍少将、国防省次宮、統一委員会委員長（196e－197413）、党中央候補委員（党
3　：60）Q（M）．1978．6ユ8）
Nguyen　Van　Xuan
無任所大臣（194519124946！311）
NguyeR　xien　1907／7／27－1997111／9　ゲアン！ヴィン市
1945年8月、北部行政委員会委員長兼初代気象庁長官。46年、ベトバック戦区に赴き、基礎
科学学校と上級師範学校の建設に参加し、この2校で講義を行う。ホー・チ・ミンの勧めに従
い、社会党内での活動に参加（46）、国会代表（国1－8：46－92）、全国リエンヴィエット委員会
委員、社会党副総書記（47－56）、ベトナム・ソ連友好協会副会長（50）、大学で教鞭（51）、気象局
（のちに気象・水資源局）の局長（54）、社会党総書記（56－88）。救済省大臣（195519120495915
127）、国家科学・技術委員会に参加、ベトナム科学技術普及会会長就任（59）、国会常務委員会
翻委員長（国2－6：60－82）、国会副主席（国7：82）、祖国戦線主席圃名誉委員。
（ND．1997．ll．16）
Pham　Gia　Khiem　1944　ハノイ
科学・技術・環境省大覆（1996111－1997）、党中央委員（党8：96）、計画投資省次宮（96）、国会代
表（国10：97）、副菖相（1997－200218現在）。科学技術修士（97）
Pham　NuRg　1912／6／11－1988／3／10　ヴィンロン1チャウタイン
1930年入党。1928年一29年、青年運動、学生運動を行い、「南折学生連合会」と「青年共産団」に
参力ll。31年、フランス当局に逮捕・投獄される。45年8月革命後にfwaXし、南部党委員会委員
に選ばれる。46年、爾部臨時党委員会書記、党中央正式委員（党2：51）、52年、南ベトナム中
央局が設立された時点では同中央局常務委員、その後、同翻書記兼南部東方分連猛抗戦・行
政委貴会党書記兼委員長。酋相府大臣（195519－195814）、翻首相（1958144971＞、国会代表
（園2，3，6：60，64、76）、党政治局員（56）、中央統一一委員会委員長（56）、党政治局員兼書記局員
（58）、副首粗（5814－）、財帽政・商業事務局局長（196311　－196614）、国家物価委員会委員長
（1965144966110）、南べ｝・ナム中央周：書記・南ベトナム解放裁装勢力政治委員（67）。副菖相
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（1976－1987）、党政治局員（党4：76）、内務省大臣（198012　－198712）、党政治周員（党5：82）、
首季目（1987！　6－19881　3　110）。（M）．1988．3ユ2）
Pham　Khai
電力省大臣（198111498712）
Pham　MiRh　Hac　l935　ハノイ
国会代表（国7：82）、教育省科学院院長・国会科学技術委員会委員長（82）、党申央候補委員
（党6：86）、教育省大臣（198712－199013）、党中央委員（党7、8：91、96）、教育・養成省次官
（91、96）。
Pham　Ngoc　Thach　1909／5／7　－1　968／11／7　ホーチミン
1945年3月入党。フランスで医学を学んだ後、1935年薬斉1師としてサイゴンで開業、36年
には民主戦線擁護の運動に参加した。41年末、党が指導する運動に参舶することを決意。以
来、党幹部の治療の他、ベトミン戦線の運動を積極的に宣伝した。45年3月に入党後、青年
先鋒隊を組織、指導し、党幹部としてサイゴン・チョロン地区における八月革命の勝利に貢
献した。八月革命後、医療省大距（19451912－1945112131）となり、南部における抗戦が始ま
ると南部抗戦委員会とともに活動、46年ll月には首梢府次宮となった。その後、サイゴン・
チョロン特別区抗戦・行政委員会常務委員、委員長（5017－53半ば）、北ベトナムへ移動（53／
4）、医療省次嘗（55初）、医療省大距（1959154968111）、国家科学技術委員会燐属の医学委
員会委員長、党中央結核対策院院長を歴任。結核の専門家として名高い。その他、圏会代表
（国2，3：60－71）、ベトナム青年協会会長（56年一　61年）、ベトナムにおけるアメリカの戦争犯
罪調査委員会委員長（66）なども歴任。妻はフランス人。（ND1968．12．17．一一部、資料⑦参照。出
身地、入党Bなど、一部資料①との差異あり）
Phara　Quang　Nghl　1949／9／2一　タインホア1イエンディン
1973年11月28H入党。党中央委員（党8：96）、党中央思想文化委員会副委員長（96）、党中央
委員（党9：01）、ハナム省党書記（01）、国会代表（国11：02）、哲学博士（02）、文化・通信省大臣
（2GO218現在）、文化通信省党幹事会書記
Pham　Song
医療省大臣（1988111499219）、党中央委員（党7：91＞
Pham　Van　Dong（To）1906／3／1－2◎00／4／29　クアンガイ／モードゥック
1940年入党。公務員の家庭に生まれる。1925年、ファン・チュウ・チン葬儀のため授業ボイ
コットの学生運動に参加。26年、中国の広州に渡り、ホー一チ・ミンが組織した訓練クラスに
参加し、ベトナム青年革命同志会に加入。27年末、申国から帰薩し、サイゴンで革命運動に
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参加。29年初頭、爾垢青年部に入り、その後、ベトナム青年革命岡志会総部（本部）に入る。29
年5月、香港に渡りベトナム脊年革命岡志会の会議に参加。岡年7月、サイゴンで革命活動
中にフランス当局に逮捕・投獄される。36年7月、フランスにおける人畏戦線の勝利後に釈
放され、ハノイに行き公開活動に参加。40年5月、ホー・チ・ミンに中国の昆明で会い、そこ
で入党。42年初頭、カオバン省に戻り、カオバン省、バッカン省、ランソン省で革命の根拠地
建設に従事する。45年8月、タンチャオでの国民大会に参加し、そこで罠族解放委員会委員
に選ばれる。八月革命後、財政省大距（1945131249461311）、経済省次宮（194611113－
1947）、党中央候補委員（47）、党中央正式委員（49）、中部爾方への特派員（4748）、副首相
（194917125－195519120）、党政治局員（党2：51）、54年のインドシナに関するジュ　X・　一一ブ会
議では政府代表随鑓長を務める。54年9月、副首根兼外務省大臣（1954144955）（195519－
196112）、党中央対外委員会委員長。首相（55年9月20臼4987年6月）。党政治局員（党3－
5：60－86＞、国防評議会副議長（60－81）、党中央委員会顧問（87－97＞、97年12月の4中総で顧問
職から引退。国会代表（国1－7：46－87）。（ND．2000．5．3）
Pham　Van　Tra　1935　バックニン
党中央正式委員（党7：91）、中将・第3軍区司令’當（91）、国会代表（国9：92）、国会国防安寧委
員（92）、党政治局員（党8：96）、国防省次官兼総参謀長（96＞、国会代表（国10：97）、國防省大
臣（1997－200218現鹿）、国防安寧委員。軍事大学卒・政治英雄。
Phan　Anh　191213／1－1990／6／28　パティンノドゥックト
フランス留学経験をもつ医師。太平洋戦争期にハノイの青年知識入グループの一員として
活動。1945年チャン・チョン・キム内閣の青年相に任命され青年運動を指導するが、急速に
ベトミンに傾斜した。ただし、政治酌には社会主義者である。国防省大臣（19461312－
1947）」蒲業省大臣（1951！54955／9）、ベトナム法律家協会創立（55）、岡協会の会長（55－
90）、商業省大臣（195519－195814）、外國貿易省大臣（195814　－1976）、ベトナム祖国戦線中央
委員会委員（55－90）、ベトナム祖国戦線中央委員会主席醐副主庸（88）、国会謝主席（81）、麟会
代表q冠2－8：60－90）。弁護士。←一部、資料⑦参照。ND．1990。6。30＞
Phan　Hien　1918　ハソンビン
司法省大臣（1981－199215）、国会代表（国8：87）
Phan　Ke　Toal　1889－1973／6／26　ハタイ／バーヴィ
1914年官職につく。もともと北部の地方長窟であったが、チャン・チョン・キム内閣設立後、
北部の欽差に任命された。ベトミンの勢力伸張を蔚に、H本敗戦以萌から動揺し始め、八月
革命期に北部の統治権をベトミンに委譲して一旦引退した。しかし、1947年に死亡した
フィン・トゥック・カンの後任として内務省大臣（1947111－196314／30）に就任した。ベトナム
祖国戦線主席i獺委員（55）、鋤鄭｝i（195519．20－1975）。（ND．1973．6．27．資料⑦参照）
45
ベトナムにおける歴代の政府溝戒メンバー全21＄名の概要　1945年9月～2002年8月　
gehan　My　l914・・1981／1◎ノ6　パティン／ドゥックト
共産党員。水利・電力省次窟（60－64？）、酋棚府大距（197314　－1981）、国会代表（圏5：75）。
（ND．1981．10．7）
PhaR　Ngoc　Tuong　l929／2／12－1997／6／18　クアンビンノドンホイ
1948年3月入党。45年8月一48年6月、クアンビン省ドンホイ火力発電所で救国青年劉に参
加。48年6月一50年3月、第4連区技術学校で学ぶ。岡学校の党委員会委員、学校の支部委
員Q第4連区労｛動総同盟幹音区（19511　5－19511　8）、舞答5連区タ旨働総1貫｝盟肇争音1～（1951／　8－1953！
7）、ビンディン省労働総詞盟事務局長、瞬労働総岡盟執行委員（195317　－195515＞、北音｝1へ
移動し（195515）、軽工業省で働く。建築省施工機械公司翻社長、岡社長、公罵党翻書記
（196212－1969112）、建設省建設進度管理局施工管理課副課長、岡省建設進度管理局周長
（1969112－197413）、建設省次官（1976／3497713）、その後、ソンダ水力発電所建設総公罰総
裁を兼任（197713－）、建設省大臣（198214498813）、党中央候補委員（党5：82＞、党中央正式
委員（党6：86）、国会代表（国8：87）、建設省大臣く198813－1989！1◎）、閣僚評議会（敢府）組織・
幹部工作挺当大臣（1989111－1991）、党申央委員（党7：91）、蟹会代表（国9：92）、党中央組織
委員会翻委員長、政府党幹事会委員、政府組織・幹部委員会委員長（1991－1996ill）。
（N工）．1997．6．20）
Pha轟Thanh　Uem　1933　ビンチテ’f’エン
党中央候補委員（党5：82）、第一工具機械製造工場長（83P）、党中央正式委員（党6：86）、機
械・冶金省大運（198712499012）、国会代表（国8：87）
Phan　Tr◎ng　Tue　l917／7／7－1991／1　2／18　ハタイ／クオックオアイ
1934年8月入党。ヴィエンチャン省（ラオス）において学生運動をする。35年2月、フランス
当局に逮捕される。40年、ソンタイ省臨時党書記、41年、ハドン省党書記、その後、ハノイ甫、
ハドン省、ソンタイ省、ハナム省からなる省連合党書記、41年来、北垢党委員会委員となり
平民運動担当者となる。43年3月、フランス当局に逮捕され、コンダオへ。45年9月、コンダ
オでの政権奪取に参加。45年10月、ハウザン省での抗戦に参舶、爾部癒方の省連合党常務委
員となる。46年1月、南部の第9軍区政治委員となり、48年には南部党委員会委員となる。
49年にはサイゴン・チョUン特別区軍区党委員会書記を兼任、その後、岡特溺区党書記、南
部東方軍区党委員会政治委員兼書記となる。南部西方軍連区常務委員となり、翻政治委員と
なる（51）。南部停戦連合委員会におけるベトナム人民軍翻団長（5418）、申央停戦連合会に
おけるベトナム人民軍騒長（55111）、ベトナム人罠軍監査委員会副委員長（57／3）。公安省次
宮、人民武装公安司令窟兼政治委員（58）、防衛都隊党団委員兼党委書記・少将（58）、国会代表
（国2－7：60－87）、党串央正式委員（党3：60）、交通・郵政省大臣（19604964）、霞会代表（国3－
6：64、71，75，76）、交通・運輸省大臣（1964－197413）、中央軍党委員会委員（65－72）、559師趨胃1
令部司令宮兼政油委員（65）、党申央交逓運輪委員会書記、第違軍区交通運輸保障覇令部鋳令
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宮（68）、翻首相（197413－1976）兼繭ベトナム解放支援評議会常務（75）、交通・運輸省大臣
（1976－198012）兼党中央交通運輸委員会書記、党中央正式委員（党4：76）、国会代表（国7：
81）、越カンボジア友妊協会会長（81）。（ND．1991．12．20）
Phan　Van　Khai　l　933／1　2125一　ホーチミン／クチ
1959年入党。ザディン省の児童・青年組織で活動（47－52年）、ザディン省リエンヴィット戦
線事務局で活動（52－54）、54年、北部へ移動Q54年10月一60年、租税削減、農地改革に従事。60
年5月一65年6月、モスクワの国畏経済大学で学ぶ。65年6月一71年、国家計爾委員会の総合
課副課長、課長。72年一75年、南ベトナム経済研究の幹部。76年一78年、ホーチミン市謙画委員
会翻委員長。79年一80年、ホ　一一チミン市党委員会委員、常務委員、計画委員会委員長、人属委
員会副委員長。81－84年、ホーチミン市党副書記、人民委員会常任副委員長。党申央候補委員
（党5：82）、85－89年3月、ホーチミン市党副書記兼人畏委員会委員長、党中央正式委員（党
6：86）、国会代表（国8：87）、ホーチミン布党副書詑兼人民委員会委員長（87）、国家計画委員
会委員長（198913499118）、党政治局員（党7：91）、第一副首根（199118－1992）、圏会代表
（国9：92）、副首相（1992－1997）、首相（1997／9－200218現在）。国畏経済大学卒。（資料①参照）
Phan・Van・Tiern　1933　ゲティン
党中央候補委員（党6：86）、国家物価委員会委員長（198712P4992）、政府の若干の工作担当
大臣（1992－1996！11）、党中央委員（党7：91）
Phan　XuaR　Dot　1934　ベンチェ
林業省大臣（1981114992）、闘会代表（国6：81）、党中央候補委貝（党5、6：82、86）
Quach　LeτhaRh　l947／2／28一　タインボア1カムトゥイ
1967年10月1巳入党。党中央委員（党9：01）、党中央内政委員会副委員長、党中央内政機関
グループ党委員会書記、第8期第6國（2次）中央委員会決議の指導委員会委員（0214）、国
家監査委員会総監（200218現在）。計画経済大学卒。
Song　Hao　l917　ハナムニン
党中央正式委員（党3：60）、国会代表（国6：76＞、党書記局員（党4：76）、傷病兵・社会省大臣
（198214－198712）、党中央正式委員（党5：82）、前党監査委員長・国防次官・中将・軍政治局
主任②
Ta　N◎ang　Co
ベトナム国家銀行総裁代理（1963／1－1964）、ベトナム国家銀行総裁（（1964－75）
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一ra　Kuu　Thanh　1942112126一　フート／ヴィエットチ
1966年1月29日入党。党中央委員（党7：91）、ホアンリエンソン省党常務委員・人民委員会
委員長（91）、党中央委員（党8：96）、国家監査委員会総監（1995110－200218）、党中央委員（党
9：01）、国家監査委員会党幹事会書記（02）。銀行大学卒、政治上級。
Ta　Q継ang　Buu　l　910／7／23－198618121　ゲアン／ナムダン
1947年7月入党。教育者の家庭に生まれる。フエのクオックホックに学び、ボーイスカウト
運動に参加。フランス、イギリス留学から帰国後、フエの電力・水力会社に就職。ボーイスカ
ウト運動の指導者となった。1945年、チャン・チョン・キム内閣の青年省次竃に任命された
が、急速にベトミンに傾斜。外務省参議長（4519　－4611）、国会代表（薩1－6：46　一　82）、国防
省次官（194611113　－19471　8）、国防省大臣（1947・8－194817）、61年まで国防省次窟クラスの
任務につく。この間、ダラト、フォンテーヌブロー両会談を初めほ954年ジュネーブ会談に
も参加した。65年まで、ハノイ百科大学学長、国家科学委員会翻委員長を歴任。大学・専門中
学・職業学校省大臣（19654976）。ベトナムの世界平和防衛委員会翻委員長、ベトナム・ソ連
友好協会醐会長も務めた。（ND．ig86．8．23．一部、資料⑦参照）
Ta　Quang　Ngoc
党申央委員（党8：96）、水産省次官（96）、水産省大臣（1996111－200218現在）
Thai　Pkung　Ne　1936　フーイxン
党中央委員（党7：91）、エネルギー省大臣（19931104995110）、国会代表（国le：97）、党中央委
員（党8：96）、ベトナム電力総公司管理委員主席・国会経済財政委員会委員（97）。Thuy　cong－
Thuy　dien修士（97）。
To　Duy
国会代表（国5：75）、国家物価委員会委員長（1975－198112）、国会代表（aS　6：76）
To　Nuu（Nguyen照m　Tha酪，　Lanh）　1920／10／4　－2002！1219　ツゥアティエン・フエ！ク
アンディエン
1937年入党。1936年に共産青年団に参加。38年、フエ市党委員会委員に選出され、宣伝工作
と青年運動を担当。39年4月フランス当周に逮捕・投獄されるが、42年3月に脱獄し、タイ
ンホア省で基礎組織の建設に参加。43年45年、タインボア省党書記を務め、クアンチュン
戦区指導委員会にも参加。45年3月以降、党中央よりゲアン省、ハティン省、クアンビン省、
トゥアティエン・フエ省に派遣され、各省に蜂起委員会を組織し、申部南方において革命活
動をしている者との連絡をとった。また、中部臨時党委員会を組織し、トゥアティエン・フエ
蜂起委員会委員長となった。八月革命の時には、中部党委員会翻書記。46年、党中央に戻り、
文化工作、青年工作の責任者となり洞年末までにタインホア省党書記となった。47年50
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年、党中央における宣伝1作と文芸工作の責任者。51年、党中央候補委員（党2：51）、54年、
党中央宣伝・訓練委員会副委員長、文学・芸術協会翻会長となった。55年、党申央正式委員
（55年）、58年、党中央書詑周員となり、党中央宣伝・訓練委員会副委員長を務めた後、党中央
宣伝教育委員会翻委員長となった。60年、国会代表（国2：60）、党：書記局員（党3：60）、文教
事務局周長（1960496311）、68年、党中央宣伝教育委員会委員長および党中央科学・教育委
員会委員長となる。72年には、党中央統…委員会委員長を兼任した。76年、党政治局候補委
員兼書記局員（党4：76）、引き続き党中央宣伝教育委員会委員長および党中央科学・教育委
員会委員長となり、グエンアイコック上級党学校校長に就任した。80年には、政治局正式局
員となり、副酋栢（1980124986／6）に就任した。81年には、国会代表（国7：81）、副酋相、麟
防評議会委員に就任。82年3月、党政治局員（党5：82）に再選された。86年6月から思想・文
化工作の責任者となる。91年le月からは、政治局より、思想、文化、教育、科学に関する若干
の問題について研究・総括する任務を付与された。革命的詩人としても有名。
（N王）2002．12．12．）
Tran　Cong　Tuong（Le　Tam）1915／814　・・1　990／2／12　ティエンザン／ゴー識ン
1946年6月入党。八月革命以前は、知識人として南部でインドシナ共産党を擁護する愛蟹
的な運動に参加。1945年4月、サイゴン・チgロンにおける救国知識人・公務員協会会長。蜂
起の際にはサイゴンでの政権奪取に参加、その後、南部司法長官、南部裁判所検事総長とな
り、ミー一ト、ベンチェ、チャヴィン、ソクチャン、バックリュウ、カマウ、カントー、ラクザー、
ロンスエンなどに軍事裁判所を設立。国会代表（国L5，7：46－76，82－87）、駕法省次嘗（19461111
34955）、58年一80年の闘、政府の法1劉委員会委員長、国会の統…委員会委員（国3）、国会の
法律草案委員会委員（国4）、国会の法律委員会委員（国7）、最高人畏裁判所所長代理、最高
人民検察院翔院長、ベトナム法律家協会総書記などを歴任。46年72年には、覇法省、最高人
民裁判所、ベトナム法律家協会、政府の法嗣委員会などの党団書記やベトナム法律家協会書
記長も務めた。この問、54年のインドシナに関するジュネーブ会議、6L62年のラオスに関
するジュネーブ会議、68年一72年のパリ和平会談などにも参加した。（ND．1990．2。17）
Tran　Dai　Nghia（Pharn　Quang　Le）1913／9／13－1997／8／12　ヴィンロン／タムビン
1949年5月入党。1935年9月フランスに鷲学。奨学金を貰い、フランスの飛行機研究院や
ソルボンヌ大学で橋梁土木技術、電気などを学ぶ。国会代表（国2，3：60，64）、ベトナム人民軍
後方総局副局長、技術総局調局長、国家基本建設委員会委員長（1964－197316）、瞬家科学・技
術委員会委員長（1965／IO－1977〆2）、園家科学院担嘉大臣、商工業省次嘗、工業省次官、ベトナ
ム労働総岡盟執行委員などを歴任。（ND．1997．8．12＆1997・8・31）
Tran　Dang　Khoa　l　907／4／5　－1　989／2／18　トゥアティエン・フエ／フ工
八月革命以雨より公共事業関連の技師としてフエ、ニャチャンの公共事業局で働き、その
後、中部南方の公共事業監督となる。1945年、ベトナム民主党に入党。1945年8月一10月、カ
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インホァ省臨聴革命人民委員会委員兼中部南方の公共事業監督。隅年10月一翌46年3月、
中部公共事業監督。国会代表（国1－7：46－87）、交逓・公共事業省大距く19461312　－195519
？）、水利・建築省大距（195519495814）、水利省大距（195814496017）、その他、ベトナム祖
国戦線中央委員会鳶三席鑓委員（6114　－88111）、ベトナム昆主党副書記長（5816　－88）、国会常務
委員会翻委員長（tX　2－6：60／6－8117）、国会の経済・計画・予算委員会委員。（ND．1989．2．20）
TraR　Danh　T“yen（Nguyen　Van　Luan）　1911／8／20－1997／5／8　バクザン／ヴィxット
イエン
1937年4月入党。バックゲ学校を卒業後、ヴィン、ゲアンの汽車工場の労働者となる。1935
年より革命に参加。40年、フランス当局に逮捕・投獄される。45年3月、クアンイエン刑務
所より逃亡し、クアンイエン、ホンガイ、モンカイ、スアンマイで革命活動を行う。その後、ハ
ノイ市党書記となる。45年10月、北所党委員会委員に選ばれ、党中央労働運動小委員会書記
となる。46年12月、北垢党委事務局に渓り監査工作に従事、47年7月、第10区党委副書記と
なる。48年初頭、第1連区党常務委員、49年初頭、労働総連盟労働運動書記、54年6月、ナム
ディン省党書記、その後、ハノイ市党書記となる。国会代表（国1－6：46－82）、党中央候補委
員（党3：60）、61年、ベトナム労働総連合副会長兼総書記に就任、67年、烹業事務局局長
（1967124969112）、69年、資材省大臣（1969112－1976）、76年、党中央対外委員会講委員長、
1960年から越・日友好協会会長。（ND．1997．5．13）
TraR　Dinh　Koan　1939　フンイエン
労働・傷病兵・社会省大臣（198914－1997112）、党申央委員（党7、8：91、96）、国会代表（国10：
97）。助教授・経済労働修士、道路・橋梁技師（97）
Tran　Duc　Luong　l937　ギアビン
国会代表（国7：81）、地質総局長・国会科学技術委員（81）、党串央候補委員（党5：82）、党ゆ央
正式委員（党6：86）、副首椙（198712　・1997）、党中央委員（党7：91）、党政治局員（党8：96）、
国会代表（国10：97）、技師・国家主席・国防会議主席（97）、98年政治局会合で常務。
Tran　D“o轟9
ベトナム国家銀行総裁（197712498112）
TraR　HOR9　Quan　1937　キエンザン（ソクチャン〉
党中央綜補委員（党6二86）、国家代表（nm　8：87）、機械科学修士・Capl教授（87）、大学・専門巾
学・職業学校省大臣（198712499013）、教育・養成省大臣（1990！34997）、党申央委員（党7：
91）、党中央委員（党8：96）、鼠会代表（国10：97）。教授・修士（機械化学）（87）、（97）
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Tran　Nuu　Du　1921／4／6　－2◎0◎／4／8　ハノイ（フンイエン／テ〈エンルー〉
党中央候補委員（党4：76）、軽工業省大距（1977124982！4）、（党）中央競争委員会副委員長
（？）、国会’βこ馨遜（匿蟹7　：81）。（M［）．2000．4．12）
Tran　Ruu　Duc　19裕一199318／21　クアンチ（ビンチティエン）
軍隊供給総周副主任・兵靖総局主任・中央軍事委員（50）、国家計画委員副委員長兼中央統計
局局長・申央農村工作委員長・農林省次官（55－60）、團会代表（国2：60）、農場省大距（1960・
196311）、党中央正式委員（党3：60）、農業事務局局長（196311496514）、国会代表（国3－
6：64、71、75、76）、首穏府大距（196514　－1968）、Tri　Thie嚢区委書記（73．2）、副首相（197413－
1976）、最高人民監査院長（76？）、越ラオス友娃協会？、党中央正式委員（党4：76）、国会代表
（国7：81）、国会法律委員会委員。（ND．1993．8．24＞
Tran　Huy　kieu　190N969／7／28　ナムディン
1936年入党。17歳の時から愛国的な詩を作り始め、やがてジャーナリストになる。1923年、
サイゴンへ。28年、ベトナム国民党に入党、29年には南垢における党代表となる。29年8月、
フランス当局に逮捕され、コンダオへ。獄中で、共産主義に冒覚める。35年、釈放されて北部
へ戻り、36年に共産党に入党。39年、再びフランス当局に逮捕される。通信・宣伝省大臣
（1945年9月2田一1946年12月31日）、ベトミン総部（本部）書記、救国文化協会会長、軍事
委員会の政治局局長、国会常務委員会委員（46＞、宣伝・煽動省大臣（1946年1月1疑1955年
9月？）、ベトナム文学協会執行委員（48－50）、文地史研究委員会委員長（53）、憲法修正委員会
総書記（57）。ハノイ歴史学界の重鎮として名高かった。（ND．1969．7．29＆30．一部、資料⑦参
照）
Tran　Kien（Nguyen　Tuan　Tai）　1920　ギアビン
国会代表（團4－6：71，75，76）、党中央正式委員（党4：76）、ギアビン省党書記、党中央統制委
員長（？）、ザライーコンツゥム省党書記（76？）、林業省大臣（197912　－198111）、党書記周員（党
5：82）
Tra轟Lum
党中央候補委員（党6：86）、党中央委員（党7：91）、機械・冶金省大距（199012－199013）、重
工業省大臣（1990134995110）
Tran　Nam　Tr猟g（本名Jr謙K§ai，蓮称、Tran　Luong，目ai目au，　Nara　Nga）1912　クアン
ガイ／モードウック
1930年入党。少年期より革命に参加。クアンガイ省党書記、第5連区党書記、ベトナム人
民軍政治総局副局長などを歴任。その閣、党中央候補委員（55）、党中央正式委員（党3，4：
60，76）、政府監査委員会委員長（1976－198214）。上，｛寺Q（ND．2000．2．1）
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Tran　Phuong　192アハイフン
党中央候補委員（党4：76）、国家討画委員会副委員長（198012498111）、国内通商省大距
（198111－198214）、党中央正式委員（党5：82）、副苗網（198214－198611）
Tran　Quang　Kuy（本名、Vu◎uc目ue）　1922／2／4－199516127　タインホア／ドンソン
1938年5月入党。1936年、革命運動に参加。北析畏主青年団書記となる。39年、党支部書記、
ハノイ市党委員会で青年運動工作の責任者となる。40年一41年、ハイフォン市党書記、B区党
委員会委員、40年5月にはハイフォン製糸工場労働者の大規模なストライキを直接指導し
フランス当局に逮捕・投獄される。44年、タインホア市の教員、学生、商人の中で、革命活動
を行う。45年、総蜂起が成功すると、ハノイ市革命人民委員会委員長、ハノイ市党書記兼ハ
ノイ市ベトミン支部支部長および全国青年連絡委員会委員長となる（45）。46年48年、北垢
党委員会委員、第12区党副書記、第1連区党常務委員などを歴任。49年一50年、党中央総書記
事務局長、51年一54年、党中央機関紙ilニャンザン』責任者、55年一60年、『ボク・タップ篇編集
長兼党申央宣伝・教育委員会副委員長、国家科学委員会副委員長、党中央候補委員（党3：
60）、61年一67年、党串央宣伝・教育委員会常務副委員長、文教事務局局長（1965110－1971＞党中
央科学委員会常務副委員長・中央局宣伝教育委員会委員長（6＆74）、文教担当大距（197L
198012）、国会代表（国4－6：71，75，76）、党中央正式委員（党4：76）、政府法制委員会委員長
（閣僚）（8012　－81）、国会法律委員会委員長（8117）（ND．1995．7．1）
Tran　Q“oc同o錨（本名、NguyeRγro漁g　Ca賄）　191611／23　一　1986／9／3　ゲアン／ナム
ダン
1934年3月入党。1930年、インドシナ共産党の反帝学生組織に参旅。その後、ラオスで炭鉱
夫となり、そこで引き続き革命運動に従事。34年末、フランス当局に逮捕・投獄される。36年
ハノイに赴き罠主戦線運動に参加。37年一39年、党の指示により秘密活動に入り、ハノイ市
党常務委員、岡市党副書記、党書記を歴任。40年5月、ハノイを離れ、謬解放旗遜紙印購機閥
での工作に従事、バクザン省、バクニン省の革命運動を担当。41年初頭、フランス当局に再
び逮捕・投獄される。45年3月、趨獄すると、党中央より北坂党委員会党書記に選ばれる。46
年12月、ハノイにおける党中央の派遣員となり、47年には、第2連区党書記、48年3月には
第10連区党書記、49年にはハノイ特別区党書記となった。党中央候補委員（党2：51）、52年
から公安庁を担当。54年にはハノイ市党書記。党申央正式委員（55）、公安省大臣（195519
120－1975）、国会代表（国2：60）、党政治局員候補（党3：60）、61年、党中央軍事委員会に参加。
国会代表（eq　3－7：64，71，75，76，81）、内政事務局局長（1960－1965110）、党政治局正式委員（72＞、
内務省大臣（1975－198012）、党政治局員（党4：76）、党書記局員となり民衆運動工作・罠族工
作担当（80年末）、党中央正式委員（党5：82降格？）、党中央民衆運動委員会委員長（82）。
（ND．1986．9．5）
52
大阪外國語大学論集第29号（2003年〉
TraR　Quynh　1920　クアンチ
国会代表（国4－6：71，75，76）、党中央正式委員（党4：76）、国家科学・技術委員会（197712－
198012）、国家計画委員会翻委員長（閣僚）（198012－198111）、冨麺首椙（198111－1987！2）、党
中央正式委員（党5：82）、醐首相兼コメコンベトナム常務代表（87．1確認）
Tran　Sam　1918　ビンチティエン
国会代表（国3：64）、資材省大臣（1976－198214）、党中央正式委員（党4：76）
τra轟Thi徹anh　Tha曲　1940　ダナン市
党中央委員（党7：91）、クアンナム・ダナン省党翻書記・ベトナム婦人連合主席（91）、国会代
表（国9：92）、児童保護・育成委員会委員長（1992－1997）、党中央委員（党8：96）、国会代表（国
10二97）、越・キュ・・一バ友妊協会会長（97）、児童保護・育成工作担当大原（1997－2GO2）。教育学
イ1参i：ヒ（92）Q
Tran　Thi　Trung　Chie轟　1946／　1／16一ベンチェ／チャウタイン
党中央委員（党8：96）、薩療省次官（96）、人口・家族討画工作挺当大随（19972eO218）、党中
タ乏委員（党9：01）、【翼会｛℃表（国11：02＞、医募寮省大臣（200218現在）o医学樽士・医葭百（02）G
Tran　Van　Hien
党中央正式委員（党4　：76）、国内通商雀大臣（1977！ll－1981／1）
TraB　Van　Phac　l926　ハイフン
党中央正式委員（党5：82）、少将・軍政治局副局長（82？）、軍政治総局副局長（86．4？）、文化・通
信省大距（198616498712）、党に1：1央正式委員（党6：86＞、国会代表（tW　8：87）、文化省大｛餐亙
（19871　2－19901　3）
Tra捻Xuan　Gia　l　939　ツゥアティエン・フ工
党中央委員（党8：96）、計画・投資省次官（96）、計画・投資省大臣（1996111－200218）、国会代表
（国10二97）、助教授・経済修士（97）
TriRh　Van　Binh　l910／1／1　4－1985／11／1◎　ハタイ1タインオアイ
圭甘政省⊇クく官G粥｛寮）（19461111　3・1955）。（NI）．1985．11．11）
Truong　Chinh（Dang　Xuan　Khu）190712／9　－1　988／9／3◎　ナムディン1スアントゥイ
1930年入党。1925年、ファン・ボイ・チャウの恩赦を求める運動に参加。26年、ナムディンで
ファン・チュウ・チン追悼のための授業ボイコットを指導。退学させられるがハノイに赴き、
商業高等学校で29年末まで学ぶ。27年、ベトナム青年革命同志会に加入。29年、北祈におけ
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るインドシナ共産党設立運動に参力ll。30年、インドシナ共慶党の中央宣伝・煽動委員会委
員、隅年末、フランス当局に逮捕・投獄される。36年末釈放され、39年までハノイで活動、北
垢党委員会委員、北所民主戦線委員会内の党代表となる。40年、北折党委員会機関誌晒勒姻
編集長、7中総で党中央委員に選出される。41年、8中総で党書紀長に選鵡され、以後、宣
伝・訓練委員会委員長兼党中央機関紙ζ解放旗島岡機関誌il共産雑誌』編集長、党中央労働運
動委員会委員長などを歴任。45年、全国総蜂起委員会委員長。第2圃党大会で党書記長に選
出されるが、土地改革の行き過ぎを批判され職を解かれる（5112　－56110）。党政治局員兼書記
局員（党2：51）、副首梢（195814495915127）、国家科学委員会委員長（195814－1960）、国会
代表（2－6、60，64，71，75，76）、第3画党大会で党政治局員、党の国会工作および思想工作責任
者となる（党3：60）。第4測党大会で党政治局員、党史研究、理論研究の責任者となる（党中
央党史研究委員会委員長、党中央理論委員会委員長）（党4：76）。76年には国会の憲法起草
委員会委員長に就任。国会代表（国2－7：60－87）、国家常務委員会委員長（60－76）、第5幽党
大会で党政治局員（党5：82）、国家評議会議長（76－86）、党書記長（8617－86／12）、第6圏党大
会で党中央委員会顧問となり、党の綱領・経済戦略起草委員会副委員長兼綱領起草小委員会
委員長となる（党6：86）。（ND．1988．IO．2）
Truong［）iRhτri
親中国国民党系のベトナム革命問盟会党員。社会省大臣（19461312－1946111／2）、医療憲大
臣（19461111・19461311）、社会省大臣兼医療・救済・労働省大臣（1946／3124946〆11／
2）。47年フランス軍支配下のハノイで北ベトナム行政委員会委貴長となったが、鶴年10月
ベトミンによって暗殺された。（一部、資料⑦参照）
Truong［）inh　Tuyen　l　94211／9一ゲアン／ジエンチャウ
党中央委員（党8：96）、国会代表（国10：97）、商業省大距（1997－200011！28）（200218現在）。
機械製造技師（97）。
Ung　Van　Khiem綿huo繊g，Huan）　1910／2／33・・1991／3／2◎　アンザン／チョーモイ
1930年入党。1927年、ベトナム青年革命岡志会に入会。31年一36年、フランス当局に逮捕・投
獄される。36年39年、公開活動に従事、南部西方の各省で平民の戦線を組織に、各省連合党
委員会委員となりロンスエン省を捉当。39年一41年、フランス巌局により再び逮捕される。
44年45年、南坂党委員会設立準備のために各グループ統一に尽力、と岡時にベトナミン戦
線の再組織、統一のために活動。45年、南析党委員会常務委員、サイゴンでの政権奪取を準
備。45年8月46年末、南部党委員会書記、その後、政権を担当する南部党委員会常務委員と
なる。国会代表（国1－3：46－71）、党中央正式委員（党2，3：51，60）、南ベトナム中央局委員、バ
クリュウ省党書記兼抗戦・行政委員会委員長（51＞。第1次インドシナ戦争後、外務省次官・党
中央対外委員会委員長（55）、党中央委員（党3：60＞、外務省大臣（1961124963！4130）、内務
省大臣（196314130－1971）。（ND．1991．3．22）
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U◎ng　Chu　Luu　l955／7／2◎　ハティン／ギスアン
1983年12月3iEl入党。党中央委員（党9：01）、i蜀会代表（U：02）、ベトナム労働総連合執行委
員、鋼法省次窟（02・4）、司法省大臣（2002／8現在）。法学博士（02）。
VaR　TIen　Dung（Le　Noai）1917／5／2　－2◎02！3／17　ハノイ／トゥー一・　Vエム
1937年11月に入党（正式には、1938年3月）。35年一38年、ハノイの紡績工場労働者。36年、
党の指導によるハノイの労働者の公麗闘争運動に参加。36年12月、ハノイの紡績工場労働
者による最初のストライキを組織する。38年末、ハノイの紡績工業部門の党支部書記。39
年、ハノイ市党委員会委員。同年、フランス当周に逮捕・投獄される。4i年9月、刑務燐問を
移送中に逃亡、ハドン省で革命の基礎組織を築く。43年3月、ハドン省党幹事会書記、岡年
6月、北堺党委員会に参煽。44年1月8日、バクニン省党書記。45年4月、北折革命軍事委員
会（インドシナ北部軍事駕令部）常務委員となり、クアンチュン戦区（ホアビン省、ニンビン
省、タインホア省の3省からなる）の組織を担当、岡時にクアンチュン戦区の党委員会書記
を兼任し、八月革命の際には上記各省の政権奪取をする。八月革命後は、第2戦区（北部の薦
北・薩南の8省からなる）設立の任務を与えられ、同戦区の政治委員となり、党中央軍事委員
会委員となる。46年12月、ベトナム人民軍政治局（現在の政治総局）周長となり、党中央軍事
委員会翻書記となる。48年、少将。49年10月一50年、第3連区政治委員、その後、岡軍区司令
官、第3区党常務委員。党中央候補委員（党．2：51）、51年、牝部平野部で活動する第320師団
政治委員兼司命官となる。53年11月一78年5月、ベトナム人民軍総参謀長。党中央正式委員
（55）、59年8月、上将。党政治局候補委員（党3：60）、72年から党政治局正式委員、75年まで
に多くの戦功をあげたが、その聞の74年4月には大将となる。78年5月から、党申央軍事委
員会副書記。國会代表（国2－6：60，64，71，75，76）、党政治局正式委員（党4：76）、国防省大IX
（198012－198712）、国防会議メンバー（81）、党政治周員（党5：82）、党中央軍事委員会書記、
党中央正式委員（党6：86、降格？）となり、軍隊の戦争経験の総括工作および軍隊の歴史編
纂工作を指導する責任者となる。国会代表（国2－7：6e－86）。（ND．2002．3．20）
Vinh　Thuy　　1913－？
グエン朝第13代皇帝（在位1926－45年）。皇太子に即位した1922年からフランスに留学し
た。25年宋、父カイ・ディン帝の死去に際しても、一時帰国して即位式（26年1月）に臨んだ
のみで、その後もフランス滞在を1932年まで続けた。したがって、フランス語に巧みで、そ
の生活スタイルにもフランスの影響を強く受けていた。皇后のナム・フォンは、南部のカト
リック大憲豪の娘で、やはりフランスに長年留学していた。国会代表（国1：46）、政府最高顧
問（1946131249461掛3）。（バオダイ帝）。（資料⑦参照）
Vo　Chi　Cong　（Vo　Toan）　1913　クアンナム・ダナン
党中央候補委員（党3：60）、党政治局員（党4：76）、農業省大1薫（1977174979）、海塵省大臣
（197649771　2　？）、冨薙寝￥率麺（1976－1981，19821　44986／　6）、第一一長弱善凝1（86惹騨12月　？）、雛！会く’t－？〈
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（国7、8：81、87）、党書記局員（党5：82）、党政治局員（党6：86）、国家評議会主席・国防会議
主席（87－91）、政治局顧問（党8：96）、97年4中総で引退。
Vo　DoRg　Giang　l923－1998／2／董フーイエンノトゥイアン
1946年3月入党。1945年3月47年6月、ザライ省でベトミンの活動、その閥、ザライ省ベト
ミン執行委員、同省行政委員会副委員長。47年7月一49年、ザライ省臨時党委員会委員、岡臨
時党書記。65年5月一75年5月、中央統一委員会周長、CP72幹事会委員、タンソンニャットに
おける4者または2者の軍事連合委員会における南ベトナム解放軍副団長。75年6月一82
年、外務大臣秘・書、外務次窟（77）、在カンボジア大使（79）。83年2月一86年、外務省特務（biet
phai）大臣（198313－1986）、81年7　－87年5月、ベトナムのユネスコ国家委員会委員長、対外経
済委員会（1987－198813）、89年一93年、協力と投資に関する国家委員会翻委員長（閣僚〉。
（N玉）1998．2．4）
Vo　Hong　Phuc　1945110／19一　ハティン／ドゥックト
党中央委員（党8、9：96、01）、計画・投資省次官（96、01）、國会代表（国ll：02）、計画・投資省
次官（0214）、計画・投資省大臣（200218現在）
Vo　Nguye轟Giap　1911　クアンビン（ビンチティエン）
内務省大臣（1945／912　－19461311）、抗戦委員会委員長（19461312－？）、圏防省大睡
（i9461111　3－1947、19481　7－19801　2）、党政言台周員（党2－5，51，60，76，82）、国会肇t表（国2－6：
60，64，71，75，76）、副首相（195519／20499118）、国家科学委員会（1960・196311）、党中央正式
委員（党6，7：86，91降格？）
Vo　T恥c　Dong　1915　ゲティン
党中央正式委員（党3：60）、国会代表（国4：71）、中央農業委員会委員長代理（197414－
1974111）、中央農業委員会委員長（1974111－1976）、農業省大距（19764977！7）、党申央正式委
員（党4：76）
Vo・Van　Kiet　l922111／23一　ヴィンロンノヴンリエム
1939年入党。ラックザー省常務委・副書記（45）・バックリウ省党委副書記→書記（50）、南部
処理委員・ハウザン省党副書記・サイゴンザディン地区党委員（55）、党中央候補委員（党3：
60）、党中央正式委員（党4：76）、党政治局巌（党5：82）、ホーチミン市党（副）書記、ホーチミ
ン市人民委員会委員長、国家計画委員会委員長（1982／4498813）、翻首根（198214　－19911
8）、党政治局員（党6：86）、国会代表（国8：87）、第一副欝相（87）、首相代理（198813110－
198816）、党政治局員（党7：91）、首相（199118－199719）、党政治局員（党8：96）、97年4中
総で顧問に就任（資料①参照）
56
大阪外国語大学論集第29号（2003年）
Vu　Dai（Nguye轟Thuc　Kha）1926／1／1－・1　983／6／6　フンイエン／ミーヴァン
1945年3月入党。早くから革命に目覚め、ミーヴァン県のベトミン戦線に参加。1945年3月
入党後、バクニン省党委員会委員、48年末から第1連区ベトミン戦線の党団工作に従事、そ
の後、党中央青年運動委員会に戻る。56年、ベトナム労働青年鐡中央常務委員会委員兼ハノ
イ市労働青年団書記。59年一65年、ハノイ市党常務委員兼行政委員会副委員長。65年一83年の
問に以下の各経済・計藤機関での工作に従事。軽工業省訂画局局長、南部解放まで、ホーチミ
ン毒に入り、岡市の計画委員会委員長、瞬市党委員会委員、その後、岡市党常務委員、人畏委
員会翻委員長を歴任。79年10月まで、軽工業省次官、国会代表（国7：81）、国家計画委員会副
委員長（閣僚）（i98111　－1983）、党中央正式委員（党5：82）。（ND．1983．6．7）
Vu　DiRh　Noe
国家教育省大隆乱（194519！249461311）、司法省大臣（1946！3124959／5！27）
Vu　DiR銭Lieし韮
党中央正式委員（党4：76＞、ハウザン省党書記（81）、党中央正式委員（党5：82）、副首租
（19821　449871　2＞
Vu　Dinh　Tung　1895／6／25－197314／16　ナムディン／ヴーバン
八月革命以前より、愛国心豊かなカトリック教徒の知識人であった。八月華命後、革命工作
と社会工作に積極的に参加し、北部医療庁長窟に選畠された。傷病兵省大臣（1955！9120－
195915）ベトナム赤…卜字主席（58－73）、ベトナム祖国戦線中央委員会委員、ベトナムの世界
平和防衛委員会副委員長、祖国と平和を愛するカトリック教徒全国連絡委員会委員（70）、カ
トリック教徒。（ND．197314118）
Vu　Hong　Khanh
ベトナム国民党党首。1946年3月の仏越暫定協定にホー・チ・ミンとともに署名したが、そ
の後、中国に亡命した。抗戦委員会副委員長（1946131249472）。49年にパオ・ダイ政権が誕
生すると、それに参加した。　（主に、資料⑦参照）
Vu　Khoan　1937／10／7　ハタイノフースエン
1961年12月19iEl入党。党中央委員（党7：91）、外務省次官（91）、党中央委員（党8：96＞、外務
省次窟（96）、党書記局員（党9：01）、商業省大臣（2000／1128－200218）、国会代表（国11：02）、
副首相（2002／8現在）。大学卒。
Vu　Lap（Truong　Van　Quyen，　Nong　Van　Phach）1924／7／25－1987！7118カオバン1ホア
アン
1945年2月入党。1940年1月、革命に隈覚め地方の愛友会に参加、40年3月、外国留学に選
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抜された。騒年末に帰葭し、他の岡志とベトナム解放軍宣伝隊を創設、分隊の政治委員、小
隊の政治委員を歴任。45年2月、ベトナム解放軍宣伝隊支部で入党、嗣年初頭には中隊長と
なり、タイグエン省軍事委員となる。45年末一46年初頭、支隊長兼ベトナム軍事・政治学校
教員。46年一47年、国防省の護衛連隊連隊長、48年、308連隊副連隊長、その後、ソンロ連隊連
隊長、ソンラ連隊連隊長、同連隊党委員会書記。53年、316師団参謀長、岡師団党委員会委員。
55年2月、タイバック区醐参謀長、隅区幹事会委員、55年11月、タイバック軍区参謀長、匿揮
区党委員会委員、58年8月、大佐、64年3月、タイバック軍区翻司令宮兼参謀長、その後、タ
イバック軍区鶏令宮、岡軍区党委員会常務委員Q70年4月、ラオスにおけるベトナム志願軍
謂令官、その後、959師団罰令官、同師団党翻書記、31戦線罰令窟、隣戦線党副書記を歴任。74
年6月、タイバック軍区司令宮、隅軍区党翻書記、タイバック軍区とベトバック軍区が統一
され第1軍区となった際、第1軍区副司令窟、碕軍区党委員会常務委員。国会代表（国6：
76）、党中央正式委員（党4：76）、党中央民族委員会委員長、政府民族委員会委員長（197712．
197816）。78年6月、第2軍区司令宮兼政治委員、悶軍区党書記。80年1鍔、申将。国会代表
（国7：81）、中将・第2軍区司令官・民族評議会委員（81）、84年12月、上将。党申央正式委員
（党5：82）、党中央正式委員（党6：86）、国会代表（閣8：87）、上将・第2軍区司令官・党申央軍
事委員会委員・中央民族委員会委員長（87）、タイ（Tay）族（ND．1987．723）
Vu　Ngoc　Hai　1931　ビンチティエン
党中央候補委員（党5：82）、党中央正式委員（党6：86）、エネルギー省大距（1987〆24992／
g）、国会代表（国8：82）
Vu　Tro鏡g　Khanh　1912－1996／1／23　ハタイ／タインオアイ
1945年以前より、革命活動に参加。司法省大距（19451912494613！1）、ハイフォン了警行
政委員会副委員長、岡市の法律家協会会長やベトナム祖国戦線委員会醐委員長などを歴任
（ND．1996．1．25）
Vu　Tua轟　1922！5／22－1　99318129　ハイフン／カムビン
1940年入党。1939年より反帝国主義青年組織で活動。1948年一49年、ヴィンイエン省党書記、
第10区党委委員兼同区党組織員会委員長、ブート省党書記。50年一51年、ヴKエットバック
連区党委委員（教育・訓練握当）、党書記長事務局挺当。1952年、罫ニャンザン露紙編集長。65
年一67年、党中央事務周長、『ホクタップ蓋誌編集長。69年、国内通商省次富、その後、軽工業省
次官兼同省党団書記。軽工業省大臣（1976497712）、党中央正式委員（党4：76）、首相府大距
（197712498111）、食晶工業省大臣（198i11498616）、財政省大距（198616498712）、軽こ鉱
業省大距（198712499012）。国会代表（国6－8：76，81．87）、90年4月引退。（MD．1993．8，31＞
Vu　Van　CaR　191　5／10／15－1982／6／13　フンイエンノミーヴァン
1943年、医科縛士課程修了。八月革命後、志願して軍隊に参繍した知識入の1入として、ハ
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ノイ衛鵬団で医療責任者となる。ベトナム入民軍医局局長（46－65）、医療省次官（60）、飼防省
後方総周副局長（65）、大佐（65－74）、国会代表（国4：71）、医療省大距代理（197414　－1975）、国
会代表（国5：75）、医療省大距・医療省党幹事会書記（／975－198214）、国会代表（6，7：76，82）。
医師、少将（74－）、医科医師科卒業（43）、医学博士（43）（ND．1982．6．14）
XuaパThuy　191W　9／2　－1　98516／1　8　ハノイ／トゥーリエム
1941年入党。愛国的儒者の家庭に生まれる。1932年より革命活動に参加。38年一43年、フラ
ンス当周により何覆1も逮捕・投獄される。44年初頭、出獄してベトミン総部の中央機関紙
轍国』紙の責任者となる。45年から、総蜂起の準備に参加、北部臨縛革命人罠委員会の委員
となる。八月革命後、45年に北塀党委員会委員、睡会代表（国1－7：46－87）となる。党中央候
補委員（55）、党中央正式委員（党3：60＞、外務省大距（196314130496514）、パリ和平会談の
政府代表団団長となり政府大臣（19684971）、無任所大臣（1971－1975）、党書記局員（68・82）。
また、党中央対外委員会委員長、国外党幹事会委員長、党中央国際活動委員会委員長、西方工
作委員会委員長、党中央民衆運動・罠族戦線委員会委員長なども歴任。その他、ベトナム祖国
戦線中央委員会主席腿委員、越・ソ友好協会会長（80）、ベトナムの世界平和防衛委員会副委
員長兼総書記、ベトナム・ジャーナリスト協会会長、ベトナム祖国戦線党団書記、国会常務委
員会翻委員長兼総書記（60－81）、国会副議長（81－85）、国家評議会翻議長兼第一書記（8L821
6）o（ND．1985．6．20）
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